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正 宗 敦 夫
(1881-1958) 

と
う
は
（

※
『冬
柏
』
四
巻
八
号
（
＿
九
＿
―
-
三
年
七
月
）
「
海
よ
り
渓
へ
（
二
）
」
初
出

世
の
人
知
り
ぬ
開
き
た
る
道よ

さ

の

ひ

ろ

し

与

謝

野

寛

わ
が
敦
夫
和
気
の
家
よ
り
出
て
ね
、
と
も



二
0
二
三
年
（
令
和
五
年
）
重
陽
の
日
に

ご
あ

い
さ

つま
さ
む
ね
あ
っ
ぉ

よ
う
こ
そ
、
テ
ー
マ
展
「
正
宗
敦
夫
と
正
宗
文
庫
」
へ

。

こ
の
た
び
、
一
般
財
団
法
人
正
宗
文
庫
（
岡
山
県
備
前
市
）
が
所
蔵
す
る
古
典
籍
類
を
取
り
上
げ
て
、
岡
山
県
立
博
物
館
に
お
い
て
テ
ー
マ
展

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

正
宗
文
庫
は
、
国
文
学
者
で
歌
人
の
正
宗
敦
夫
(
-
八
八
一

ー一

九
五
八
、
正
宗
白
鳥
の
弟
）
が
丹
精
込
め
て
蒐
集
し
た
古
典
籍
・
文
書

・
短
冊

類
を
中
心
と
し
て
、
昭
和
―
一
年
(
-
九
三
六
）
に
郷
里
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

け
ん
し
ょ
う

こ
の
た
び
の
展
示
で
は
、
正
宗
敦
夫
を
顕
彰
し
、
正
宗
文
庫
の
蔵
書
の
豊
か
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
体
を
四
部
に
分
か
っ

て
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
展
示
さ
れ
た
古
典
籍
類
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
古
典
籍
類
を
集
め
、
守
り
、

伝
え
よ
う
と
し
た

〈知
の
巨
人
〉
正
宗
敦
夫
の
信
念
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
展
示
は
、
御
覧
の
四
者
が
互
い
に
協
力
し
て
初
め
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
研
究
「
正
宗
文
庫
の
研
究
」
（
代

表
川
崎
剛
志
就
実
大
学
教
授
）
の
研
究
成
果
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
宗
敦
夫
と
縁
り
の
深
い
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
お
よ
び

こ
ん
こ
う

金
光
図
書
館
（
岡
山
県
浅
口
市
）
に
も
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
。
展
示
開
催
に
あ
た
り
御
懇
篤
な
る
御
教
導
を
添
な
く
し
た
す
べ
て
の

関
係
者
各
位
に
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
山
の
地
で
、
こ
の
展
示
会
が
開
催
で
き
る
の
は
、
わ
た
く
し
ど
も
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
ど
う
か
存
分
に
、
こ
の
豊
饒
な
る
備
前
文
化
を
カ
ラ
ダ
ご
と
感
じ
、
吸
収
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

岡
山
県
立
博
物
館
長

正
宗
文
庫
理
事
長

国
文
学
研
究
資
料
館
長

就
実
大
学
人
文
科
学
部
長

井渡訂正細
上部窃宗川
ぁ
え泰千
か 明 春 誠

正
宗

園
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一
、
本
冊
子
は、

岡
山
県
立
博
物
館
に
お
い
て
、

二
0
二
三
年
九
月
九

日
（土
）か
ら

1
0
月
＿

五
日
（日
）
ま
で
開
催
す
る
テ
ー
マ
展

「正

宗
敦
夫
と
正
宗
文
庫
」
の
展
示
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
で
あ
る
。

一
、
作
品
の
解
説
は
簡
潔
を
旨
と
し
て
、
平
易
な
記
述
を
心
掛
け
た
。

＿
、
執
筆
者
に
よ
る
推
定
事
項
に
は
〔
〕
を
付
し
、
文
字
は
通
行

の
字
体
に
従
い
、
漢
数
字
は
イ
チ
ゼ

ロ
方
式
で
示
し
た。

一
、
執
筆
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
特
定
研
究
（
地
域
資
料
）
「正
宗
文

つ
よ
し

庫
の
研
究
」
の
メ
ン
バ

ー
が
こ
れ
に
当
た
り
、
川
崎
剛
志
・
小
川

た

け

お

か

ん

さ

く

剛
生
・神
作
研

＿
の
三
名
が
全
体
を
整
序
す
る
な
ど
編
集
責
任

を
務
め
た
。

ひ

ろ

し

一
、
「コ
ラ
ム

D
」
は
田
中
大
士
日
本
女
子
大
学
教
授
に
、
「〈
紹
介
〉
ノ

と
う
じ
ょ
う
と
し
き

ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
正
宗
敦
夫
文
庫
」
は
東
城
敏
毅

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教
授
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
寄
稿

し
て
い
た
だ
い
た
。

う
ち
い
け

＿
‘
展
示
は
、
岡
山
県
立
博
物
館
の
内
池
英
樹
副
館
長
と
平
田
良
行

学
芸
員
が
主
と
し
て、

こ
れ
に
当
た
っ

た
。

《
研
究
代
表
者
》

国
文
学
研
究
資
料
館
特
定
研
究
（
地
域
資
科
）

正
宗
文
庫
の

研
究
（
二

0
ニ
ニ
i
二
四
年
度
）

か

わ

さ

き

つ

よ

し

川

崎

剛

志

（
就
実
大
学
教
授
）

お

が

わ

た

け

お

小
川

剛
生
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

お

ざ

き

な

っ

こ

尾
崎
名
津
子
（立
教
大
学
准
教
授
）

か

ん

さ

く

け

ん

い

ら

神
作
研
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

た

け

う

ち

こ

う

す

け

竹

内

洪

介（
就
実
大
学
専
任
講
師
）

長
福

香

菜（
和
歌
山
大
学
准
教
授
）

新
美
哲
彦
（
早
稲
田
大
学
教
授）

の

ざ

わ

野

澤

真

樹
（
京
都
女
子
大
学
准
教
授）

ま

る

い

た

か

ふ

み

丸
井

貴
史
（専
修
大
学
准
教
授
）

ひ

で

き

山
本

秀
樹
（岡
山
大
学
教
授
）

凡

例
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部

正

宗
家
の
人
び
と

に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
あ
リ
ま
せ
ん
。

り
L

-

（
小
川
）

ま
ず
第
一
部
で
は
、
正
宗
家
の
人
び
と
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

根
源
は
、
堅
実
な
生
活
を
送
リ
つ
つ
も
、
文
芸
を
愛
す
る
代
々
の
家
風

出
し
ま
し
た
。
敦
夫
は
家
系
図
自
慢
を
嫌
っ
た
そ
う
て
す
が
、
活
動
の

五
四
ー
一
九
三
四
）
が
養
子
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
敦
夫
の
父
て
す
。

み

ね

浦
二
は
妻
の
美
禰
(
-
八
六
〇
＼
一
九
四
二
）
と
の
間
に
、
七
男
三
女
を

は
（
ち
ょ
う

儲
け
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
敦
夫
の
ほ
か
、
白
鳥
こ
と
忠
夫
（
小
説
家
）
、

と

く

さ

ぷ

ろ

う

い

つ

お

げ

ん

け

い

。

得
三
郎
（
画
家
）
、
五
男
（
実
業
家
）
、
厳
敬
（
植
物
学
者
）
ら
著
名
人
が
輩

愛
好
の
風
潮
は
近
隣
に
も
拡
が
っ
て
い
っ
た
そ
う
て
す
。

ま

さ

ひ

ろ

う

ら

じ

雅
敦
・
雅
広
の
二
代
に
実
子
が
生
ま
れ
ず
、
直
胤
実
子
の
浦
二
(
-
八

を
詠
み
、
多
く
の
歌
人
・
画
家
が
出
入
リ
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
文
芸

漁
の
静
か
な
村
で
す
。
海
上
の
便
が
あ
リ
、
地
主
・
網
元
で
あ
っ
た
正
宗

か
い
そ
う
ぎ
ょ
う

家
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
木
材
廻
漕
業
を
営
み
、
財
を
な
し
ま
し
た
。

そ

う

そ

ふ

ま

さ
あ
っ

敦
夫
の
曾
祖
父
雅
敦
（
一
七
八
九

s
一
八
三
八
）
は
家
業
の
傍
ら
、
狂

ろ
く
じ
ゅ

え

ん

い

し

か

わ

ま

さ

も

ち

と

う

歌
を
好
み
、
江
戸
の
狂
歌
師
六
樹
園
こ
と
石
川
雅
望
に
入
門
し
、
「
唐

じ

ゅ

え

ん

な

ん

だ

ら

樹
園
南
陀
羅
」
の
名
で
活
動
し
た
風
流
人
て
す
。
「
な
ん
だ
ら
」
は
灘

な
お
た
ね

村
の
語
呂
合
わ
せ
て
し
ょ
う
。
そ
の
弟
の
直
胤
(
-
八
O
O
S
一
八
六
二
）

ふ

じ

い

た

か

な

お

か

の

う

も

ろ

ひ

ら

も
和
歌
や
国
学
を
熱
心
に
学
ん
で
、
藤
井
高
尚
や
加
納
諸
平
の
高
弟

の
こ

て
、
和
歌
を
一

0
、
0
0
0
首
も
造
し
た
歌
人
て
し
た
。
家
族
も
和
歌

い

リ

そ

ん

ほ

な

み

夫
が
生
ま
れ
、
生
涯
を
送
っ
た
伊
里
村
（
現
備
前
市
穂
浪
。
江
戸

敦
時
代
は
出
村
）
は
、
岡
山
県
東
端
の
印
止
湾
に
面
し
た
半
農
半
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正
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大
正
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)

大
正

1
5
(
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昭
和
6
(
1
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3
1
)

昭
和
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(
1
9
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3
)

昭
和
9
(
1
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4
)

昭
和
1
0
(
1
9
3
5
)

昭
和
1
1
(
1
9
3
6
)
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(
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9
3
8
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昭
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9
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明
治
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(
1
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1
0
)
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4 6 .. 
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7
 

『
万
葉
集
総
索
引
』
全
五
部
刊
行
。

4 2 11 ．．． 
16 19 10 

3
 

2
 

6
 

こ
の
年

9
.
2
5
 

30 

5
 

与
謝
野
寛
と
知
る
。

7
 ，
 

•2 2
 

．
 

4
 2

 
2
 

ー
・ 2

 
7
 

こ
の
年

こ
の
頃

7
.
1
0
 

• ー 4
 

3
 

11 ． 
15 

.
~ 

．

，

ー

，

．

，

．，＇

正
宗
敦
夫
略
年
譜

和
気
郡
穂
浪
村
（
現
・
備
前
市
穂
浪
）
に
生
ま
る
。

協
和
高
等
小
学
校
（
現
・
備
前
市
立
片
上
小
学
校
）
卒
業
、
家
業
に
就
く
。

「少
年
世
界
」
に
短
歌
を
投
稿
。

井
上
通
泰
に
入
門
。
桂
園
派
歌
人
の
池
袋
清
風
・松
浦
辰
男
の
指
導
も
受
け
る
。

玉
島
の
藤
田
荒
次
郎
（
安
良
）
•
長
尾
の
小
野
節
ら
と
親
交
を
結
ぶ
。

通
泰
の
和
歌
に
傾
倒
、
注
解
を
著
す
。

「松
波
遊
山
翁
と
語
る
」
を
山
陽
新
報
に
発
表
、
桂
園
派
和
歌
に
親
し
む
。

池
袋
清
風
の
遺
詠
を
集
め
『
か
A

し
の
や
集
』
を
刊
行
。

児
童
図
書
閲
覧
所
を
開
設
。

渡
辺
貞
と
結
婚
。

11.23

長
男
甫

＿生
。

印
刷
機
購
入
。
8
・

雑
誌
「
国
歌
」
創
刊
。
10.

『菅
沼
斐
雄
歌
集
』
刊
行
。

長
女
信
子
生
。

初
め
て
上
京
。
常
磐
会
に
出
席
、
森
鵡
外
・
伊
藤
左
千
夫
と
知
る
。

「
国
歌
」

終
刊
、
歌
文
珍
書
保
存
会
設
立
、
以
後
19
冊
を
刊
行
。

万
葉
集
の
索
引
編
纂
を
企
て
東
京
帝
大
で
橋
本
進
吉
に
会
う
。

8
.

パ
ナ
マ
帽
製
造
販
売
を
始
め
る
。

『宮
内
猪
之
熊
集
』
編
集
刊
行
。

歌
集
『難
肋
』
を
刊
行
。

5
.15

通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
巻

＿を
編
集
刊
行
。

与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
、
正
宗
家
を
訪
問
。

鴎
外
よ
り
古
典
叢
書
の
企
画
を
激
励
さ
れ
山
田
孝
雄
を
紹
介
さ
れ
る
。

和
気
銀
行
倒
産
、
取
締
役
だ
っ
た
父
浦
二
に
代
わ
り
清
算
再
建
の
た
め
奔
走
。

「
日
本
古
典
全
集
」
を
与
謝
野
夫
妻
と
企
画
、
刊
行
開
始
。

大
阪
書
林
倶
楽
部
に
て
短
冊
書
画
を
競
売
に
掛
け
る
。

株
式
会
社
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
創
立
、
役
員
と
な
る
も
、
倒
産
。
長
島
豊
太
郎
と
共
に
「
日
本
古
典
全

集
」
の
編
集
刊
行
を
継
続
。

義
弟
辻
村
太
郎
に
文
庫
建
設
計
画
を
語
る
。

11
.

与
謝
野
夫
妻
、
正
宗
家
を
再
訪
。

父
浦
二
没
。

6
.17

財
団
法
人
正
宗
文
庫
認
可
。
こ
の
年
桂
又
三
郎
を
自
宅
に
住
ま
わ
せ
る
。

こ
の
年
帰
郷
し
た
藤
原
啓
に
備
前
焼
陶
エ
と
な
る
こ
と
を
勧
め
る
。

6
 

2
 

3
.
 

6
 

J

の
年

白
鳥
『今
年
の
春
』
発
表
。

与
謝
野
寛
没
。

i 

I 

， 

[ l : I I 
！ •-----"- -l! 

I 

山
田
孝
雄
ら
古
典
保
存
会
設
立
。

10 ． 
27 

4
 

2
.
4
 

8
.
3
 
，
 

4
 

3
 

8
.
 

鴫

2
 

7
 

井
上
通
泰
、
第
三
高
等
学
校
医
学
部
教
授
に
な
る
。

兄
忠
夫
（
白
鳥
）
上
京
、
東
京
専
門
学
校
入
学
。

通
泰
・塚
本
吉
彦
ら
吉
備
史
談
会
結
成
。

与
謝
野
寛
『
明
星
』
創
刊
。
7
.
2
0

池
袋
清
風
没
。

弟
得
三
郎
上
京
、
絵
画
を
学
ぶ
。
1
1
.
8

井
上
通
泰
辞
職
し
上
京
。

1
.
s
4
.
 

通
泰
•
森
隅
外

、

山
縣
有
朋
と
語
ら
っ
て

、

常
磐
会
を
発
足
さ
せ
る

。

通
泰
、
御
歌
所
寄
人
に
な
る
。

白
鳥
『何
処
へ』

発
表
。

通
泰
、
南
天
荘
同
人
会
を
結
成
。
5
・

臼
鳥
、
読
売
新
伊
そ

i
ネ

ー

作
家
生
活
に
入
る
。
得
三
郎
、
浪
汗
堂
で
個
展
開
催
。

宮
内
猪
之
熊
没
。

白
鳥
『
入
江
の
ほ
と
り
』
発
表
。

小
野
節
没
。

6
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昭
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正
宗
家
系
図
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1
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一

※
吉
崎
志
保
子
『
正
宗
敦
夫
の
世
界
』
に
よ
り
、

一部
修
正
し
た。

児
島
氏
女

ー
雅
明天

保
3
没

安
田
禰
一
兵
衛

――
 女こ

よ

し

小
腹

――

嘉
氷
3
没

直
胤

：
 

小
千
代

文
政

7
5
元
治

1

の

力鹿
野
（
岡
田
家
よ
り
）

寛
政

6
S
明
治
13

雅

敦寛
政

1
S
天
保

9

｀ -~ - - -. --- •‘~- - C→ -—--9 -

昭
和
33(
1
9
5
8
)

昭
和
3
4
(
1
9
5
9
)

昭
和
3
0
(
1
9
5
5
)

昭
和

2
9
(
1
9
5
4
)

昭
和
2
7
(
1
9
5
2
)

78 75 74 72 69 64 63 62 61 
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5
 

2
 

4
.
 5

 

6
.
 ．
 

5
 

2
.
 ． 

Ii 

I 

※
縦
の
二
重
線
は
養
子
関
係
。

保

三

郎
安
政

4
5
明
治
43

直

保

（
肥
塚
家
よ
り
）

大
正

2
没

浦

二

（
本
家
養
子
と
な
る
）

大
学
葬
。と

く得

（
岡
田
家
よ
り
）

ー
文
政

1
2
S
明
治
39

雅

広文
政

1
0
S
明
治
34

雅

広

（
本
家
養
子
と
な
る
）

一
（
生
化
学
者
）

明
治

2
9
S
昭
和

35

母
美
禰
没
。

『蕃
山
全
集
』
（
全
六
冊
）
完
結
。

日
本
古
典
全
集
期
外
『
新
韻
集
』
刊
行
、
「
古
典
文
学
全
集
」
刊
行
終
わ
る
。

金
光
回
書
館
報
『
土
』
に
随
筆
の
連
載
開
始
、

「穂
浪
だ
よ
り
」
「
ふ
ぐ
ら
に
こ
も
り
て
」
と
題
し
て
没
年
に
及
ぶ
。

4
•

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教
授
と
な
り
古
今
集
・
金
葉
集
・
近
世
和
歌
史
を
講
ず
。

冬
緑
内
障
の
手
術
を
受
け
る
。

2
.
7

岡
山
県
文
化
貸
を
受
け
る
。

秋

仙

台
の
山
田
孝
雄
を
訪
問
（
最
後
の
長
途
旅
行
）
。

10
．
27

念
の
万
葉
展
示
会
を
開
く。

11.12

自
宅
に
て
逝
去
。

11.15

み

ね
美

禰

（
岡
田
家
よ
り
）

――

万
延

1
S
昭
和

17

測
l

じ
一安

政

1
S
昭
和

9

金
光
図
書
館
に
て
正
宗
文
庫
設
立
二
十
周
年
記

1
.
s
6
.
 

6
 

5
 

ー

8
.
 ，

 

2
 

5
.
 

I' 

！ 

清

子

（山
尾
氏
に
嫁
す
）

明
治
3
4
S
平
成

1

白
鳥
『
人
間
嫌
ひ
』
発
表
。

た

だ

お

忠

夫

（
白
鳥
。
作
家
・
評
論
家
）

明
治

1
2
S
昭
和

37

敦

夫

（
国
文
学
者
）

明
治

1
4
S
昭
和

33

と
く
さ
ぷ
ろ
う

得

三

郎

（
洋
画
家
）

明
治

1
6
S
昭
和

37

り
つ
し

律
四明

治

1
9
5
昭
和

36

い

つ

お

五

男

（
実
業
家

・
丸
山
家
を
継
ぐ
）

明
治

2
3
5
昭
和

55

ま
こ
と亮

明
治
2
5
.
1
S
明
治
2
5
.
2

正
子明

治

2
6
S
明
治
43

お

と

み

乙
未
（
地
理
学
者
辻
村
太
郎
に
嫁
す
）

明
治

2
8
S
昭
和

49

厳
敬
（
植
物
学
者
）

明
治

3
2
S
平
成

5

11.20

山
田
孝
雄
没
。

白
鳥
『今
年
の
秋
』
発
表
。

井
上
通
泰
没
。

与
謝
野
晶
子
没
。

白
鳥
『
今
年
の
初
夏
』
発
表
。

12
．

得
三
郎
『
ふ
る
里
』
刊
行
。

_ - - - --- ］ __ _---—----
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t̀*a人

t"

る

い

じ

ゅ

み

ょ

う

ぎ

『
万
葉
集
総
索
引
』
・
『
類
緊
名
義

し

ょ

う

き

ん

抄
』
（
院
政
期
成
立
の
漠
字
字
書
）
．
『
金

よ

う

わ

か

し

ゅ

う

こ

う

ぎ

葉
和
歌
集
講
義
』
（
五
番
目
の
勅
撰
和

し

ょ

か

で

ん

歌
集
の
注
釈
書
）
・
『
諸
家
伝
』
（
公
家
の
当

主
の
略
歴
集
成
）
な
ど
、
い
ま
な
お
研
究

者
が
必
ず
お
世
話
に
な
る
、
重
要
な
基ぉ

礎
文
献
で
す
。
敦
夫
は
小
学
校
を
卒

え
た
後
は
郷
里
に
住
み
、
独
力
で
研
究

を
続
け
、
こ
れ
ら
の
著
作
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。
一
体
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の

で

し

ょ

う

か

。

（

小

川

）

1
_
1

一
正
宗
敦
夫
の
編
著
書
一
―

9

.I:1|

|

|

 f
iた
4

中
叙
§
猜
i
孜

い
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る

大
学
者

8
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x
tレ
奮
9
よ
t
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I
 

3
莉

ii

y
比
訊
刃
佑
＊

、
イ
子
9
浴

t
1
 

ダ`
t

カ

g}屯粁裳¥ィ

Ii 
I 

l 

1! 

I 

u
b
J
ょぷ`
し`

蒻土
g
.:
1・沖
誓
芍

>
0
,
0
'
さ
'

l

寛
永
一

0
年
（
一
六
三
三
）
、
江
戸
幕

く

に

え

ず

府
が
諸
大
名
に
作
ら
せ
た
国
絵
図
、

に

ほ

ん

ろ

く

じ

ゅ

う

よ

し

ゅ

う

ず

「
日
本
六
十
余
州
図
」
の
写
し
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
村
は
円
形
で
示
さ
れ
、

（
難
田
・
灘
）

正
宗
家
の
場
所
は
当
時
「
な
だ
」
村
で

ひ

な

せ

（

麻

宇

那

）

し
た
。
東
は
「
日
生
」
、
西
は

「
あ
そ
う
な
」

で
す
。
こ
の
図
は
備
前
で
は
な
く
仙
台

い
の
う
え
み
ち
や
す

藩
士
の
家
に
伝
わ
り
、
井
上
通
泰
が
入

は
り
ま
の

手
し
た
も
の
で
す
。
通
泰
は
晩
年
播
磨

く

に

ふ

ど

き

国
風
土
記
の
研
究
に
没
頭
、
国
絵
図

ま

な

で

し

を
蒐
集
し
、
い
く
つ
か
を
愛
弟
子
の
敦

夫
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
（
小
川
）

1
]
 

I
l

|
ー

＿

び

ぜ

ん

の

く

に

え

ず

1
ー

2

備
前
国
絵
図

一

~
ー

1
!

,I
I
l
l
i
l
ll
lー
ー

江
戸
時
代
の
国
絵
図
に

見
る
正
宗
家
の
位
置

，
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゜
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1
1
J
 

●

9

,
1
 

な

だ

む

ら

お

よ

び

い

1
_
3

一
灘
村
及
井
田
、
木
生
之
絵
図
―

/

i

 

I

|
|.|
_

ー

．

i
|ー

1

1

.

I

'

ら
伍

え
だ
む
ら

江
戸
後
期
頃
の
灘
村
と
、
枝
村
の

き

ぶ

井
田
村
・
木
生
村
を
描
い
た
絵
図
で

く

ち

な

し

じ

ま

ま

え

し

ま

す
。
湾
内
に
は
栃
島
（
現
在
の
前
島
）
が

か
た
が
み
わ
ん

描
か
れ
ま
す
。
内
海
（
片
上
湾
）
の
漁
場

境
界
の
取
り
決
め
に
利
用
さ
れ
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。
正
宗
家
は
「
本
村
人
家
」

と
示
さ
れ
る
灘
村
の
中
央
、
鳥
居
の
あ

る
住
吉
神
社
の
隣
に
あ
り
ま
し
た
。
三

つ
の
村
が
明
治
八
年
（
＿
八
七
五
）
に
合

ほ

な

み

あ

そ

併
、
穂
浪
村
と
な
り
、
二
ニ
年
に
は
麻り

う

な
宇
那
村
ほ
か
七
村
と
合
併
し
て
伊
里

そ
ん村

と
な
り
ま
し
た
。
二
年
後
、
敦
夫
の

父
浦
二
が
村
長
と
な
り
ま
す
。
（
小
川
）
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史
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赤

＼

雌

は

渭
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圏
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魯
嘉
ふ
ふ
塁

lif

束

孤

良

其

為

令

見

；

り

～
咲
た
集
子
を
々

十
＿
＿
芽
ー
因
国
寮
咆
幻
羹軍
—

II展

親

娃

草

昼

七

怠

一

昔

氷

田

程

松

今

七

維

一
肴

今

水

田

拒

—

吋
洵
並
立
園

~]

没
黒
花
息

'

|

|

谷

.

I

_

呼
書
七
給
一

一

oo山

す

い

じ

ん

そ

う

そ

ふ

粋
人
の
曾
祖
父
が

集
め
た
書
物

雅
敦
の
蔵
書
目
録
で
す
。
敦
夫
も

ま
さ
も
ち

「
私
の
先
祖
に
石
川
雅
望
門
人
で
狂
歌ふ

け

和
歌
を
楽
し
み
書
画
骨
董
道
楽
に
耽

っ
た
者
が
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
ま
す

が
、
和
歌
・
俳
諧
や
物
語
・
軍
記
の
版

本
が
多
く
、
教
養
の
質
が
察
せ
ら
れ
ま

す
。
書
名
に
「
引
合
」
の
印
を
捺
し
た

り
、
朱
の
丸
点
を
付
け
て
い
る
の
は
、
蔵

あ
と

書
点
検
の
痕
と
思
い
ま
す
。
ま
た
雅
敦

か
た
が
み
む
ら

が
隣
の
片
上
村
で
収
蔵
品
の
展
観
会

を
開
い
た
時
の
出
品
目
録
も
お
目
に
か

け
ま
す
。

（

小
川
）
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ゅ

き

ょ
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1
_
5

ー
朝
顔
百
首
狂
歌
集
一

狂
歌
を
通
じ
て

一

全
国
に
知
ら
れ
た

正
宗
家

后
ー

4

い一

ー

，
心
，

r

麿
外
棲
滑
浸

i
?合`ぶ

R
A
Y
胡
合
扮
＆
＾
足
荘
穿

t
介

今

高

未

房

ぶ

＇
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柄
、

1
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？
仇
？
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ふ
ぶ
珈
ふ

仝

ッ

衣

咲

庵

素

―

畜

k
i了
沃
ー
姉
で
パ
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＼
比
公
つ
7
ふ
似
秋
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つ仲

――

す

，

1
_
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，
 藉

瓶
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狂
奇
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1
,
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4
 

露

園

唐
樹
園
南
陀
羅
棋

I 

- - - 9 

II 

1: 

: I 

I 

甚ら』）

ぶ

ん

じ

ん

も

雅
敦
は
当
時
の
文
人
の
例
に
洩
れ

ず
朝
顔
が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
全
国
狂
歌
人
の
朝
顔
の
詠
、
一

0
0
首
を
集
め
、
江
戸
の
石
川
雅
望

に
序
を
書
い
て
も
ら
い
、
大
坂
の
狂
歌

お

う

ぎ

や

り

す

け

本
出
版
元
で
あ
る
＿
扇
屋
利
助
（
千
里
亭

や
ぶ
と
ら

藪
虎
）
に
刊
行
さ
せ
て
い
ま
す
。
趣
味
が

こ
う嵩

じ
て
の
出
版
に
は
資
金
が
必
要
で
し

た
が
、
正
宗
家
の
文
芸
愛
好
は
各
地
に

知
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
六
石
園

め

し

も

ち

な

お

た

ね

飯
持
こ
と
直
胤
の
作
も
見
え
ま
す
。

（
小
川
）
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敦夫と 白鳥

（
尾
崎
）

ま

さ

む

ね

は

く

ち

ょ

う

た

だ

お

あ

っ

ぉ

正
宗
白
鳥
（
忠
夫
）
は
敦
夫
の
こ
と
を
複
数
の
作
品
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
「
今
年
の
秋
」

（
一
九
五
九
年
）
は
一
連
の
作
品
の
う
ち
最
後
の
も
の
で
、
敦
夫
の
最
晩
年
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
白
鳥
は
二
歳
下
の
弟
「
A
」
を
「
人
類
の
う
ち
で
、
私
が
最
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
人
間
」

だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

二
人
は
兄
が
小
学
校
を
出
る
ま
で
寝
食
を
共
に
し
、
そ
の
後
、
兄
が
隣
村
の
キ
リ
ス
ト
教

会
に
通
う
際
は
、
弟
も
時
々
同
行
し
て
い
ま
し
た
。
後
年
に
は
、
父
・
浦
二
か
ら
正
宗
家
を

任
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
病
床
の
父
は
「
ま
あ
二
人
で
け
ん
か
を
せ
い
で
、
後
を

ぇ
4

よ
う
に
や
つ
て
呉
れ
」
と
言
っ
た
と

「
今
年
の
春
」
(
-
九
三
四
年
）
に
あ
り
ま
す
。

「
今
年
の
秋
」
の
末
尾
に
は
、

A
が
病
床
で
洗
礼
を
受
け
て
詠
ん
だ
次
の
歌
が
引
用
さ
れ
て

し

あ

つ

ぶ

や

そ
し
て
、
「
私
」
は
自
分
よ
り
も
「
A
の
方
が
仕
合
は
せ
か
。」
と
呟
き
ま
す
。「
人
類
の
う
ち

で
」
最
も
よ
く
知
る
弟
に
先
立
た
れ
た
寂
し
さ
が
伝
わ
り
ま
す
が
、
な
ぜ

A

の
歌
が
最
後
に

登
場
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
白
鳥
は
岡
山
時
代
に
歌
に
志
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
京
以
後
は
短
歌
か
ら
距
離
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
敦
夫
と
の
力
の

差
を
実
感
し
た
た
め
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
白
鳥
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
形
で
自
分

た
た

よ
り
も
作
歌
の
オ
に
恵
ま
れ
た
弟
を
称
え
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
に
家
を
託

う
か
が

さ
れ
た
二
人
が
、
文
学
に
よ
っ
て
も
強
く
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

い
ま
す
。

か
し
ら
に
そ
A

ぐ
た
ふ
と
き
ろ
か
も

洗
礼
の
水
ま
ろ
ら
か
に
か
厄
に
お
つ

><OC> 
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若き 日の敦夫

（
小
川
）

敦
夫
は
自
ら
の
こ
と
を
余
り
語
ら
な
い
人
で
、
青
年
期
の
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ

か
た
か
み

ん
で
し
た
。
兄
弟
の
白
鳥
や
得
三
郎
は
十
代
で
郷
里
を
飛
び
出
し
ま
す
が
、
敦
夫
は
片
上
の

高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
進
学
も
上
京
も
せ
ず
、
父
浦
二
の
命
で
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

ほ

い

ち

息
子
の
甫
一
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
岡
山
に
て
諸
品
を
仕
入
れ
、
舟
三
度
に
て
灘
の
入
江

に
つ
け
、
其
処
よ
り
積
上
て
、
家
又
は
納
屋
に
入
れ
、
品
々
を
売
却
す
。
今
の
百
貨
店
な
り
」

（「正
宗
敦
夫
伝
」
）
と
い
う
も
の
で
し
た
。
大
家
の
お
坊
ち
ゃ
ん
の
余
裕
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
文
芸
へ
の
愛
好
心
は
い
よ
い
よ
強
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
岡
山
に
出
る
機
会
を
幸
い
に、

交
遊
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

文
庫
の
調
査
、
あ
る
い
は
近
年
の
文
献
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
青
年
期
に
つ

い
て
も
埋
も

れ
た
資
料
が
出
て
来
て
、
新
た
な
足
跡
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
書
物
を
求
め
、
な
け
れ
ば
人

か
ら
借
り
て
写
し
、
短
歌
や
文
章
を
新
聞
雑
誌
に
投
稿
す
る
、
多
忙
な
が
ら
充
実
し
た
生
活

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

交
通
不
便
な
地
方
に
住
み
、
自
身
何
度
も
そ
の
こ
と
を
か
こ
ち
な
が
ら
、
ア
ン
テ
ナ
を
伸

ば
し
、
外
界
に
盛
ん
に
発
信
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
辛
辣
な
白
鳥
も
、

手
紙
で
は
弟
思
い
の
兄
で
し
た
。
明
治
三
四
年
二
月
の
書
簡
で
は
、
「
殊
に
年
も
若
く
、
此
便

利
な
世
に
生
れ
て
田
舎
に
居
て
も
書
物
を
買
ふ
て
読
み
て
居
れ
ば
天
下
の
人
を
友
と
せ
ら
れ

る
時
だ
か
ら
少
々
淋
し
い
位
は
辛
棒
で
き
る
で
あ
ら
う
し
田
舎
に
は
又
田
舎
で
面
白
い
所
も

あ
り
、
世
に
尽
す
仕
事
が
あ
る
。」
と
励
ま
し
て
い
ま
す
。
敦
夫
は
一
生
を
こ
こ
で
過
ご
す
決

意
を
固
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

><>C二

15 



第

二

部

I 

の
還
元
を
心
に
懸
け
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

（
小
川
）

全
国
に
先
駆
け
て
の
こ
と
で
す
。
学
術
と
生
活
の
両
立
、
何
よ
リ
社
会
へ

事
業
を
始
め
ま
す
。
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
予
約
出
版
と
し
た
の
も
、

の
重
要
作
品
が
多
く
写
本
の
ま
ま
埋
も
れ
て
い
る
の
に
気
付
き
、
通
泰
と

か
ぶ
ん
ち
ん
し
ょ
ほ
ぞ
ん
か
い

相
談
し
つ
つ
、
世
に
広
め
よ
う
と
「
歌
文
珍
書
保
存
会
」
を
設
立
、
出
版

敦
夫
は
自
宅
に
印
刷
機
を
据
え
、
通
泰
門
下
が
作
品
を
発
表
し
批
評

く
に
う
た

す
る
場
と
し
て
、
雑
誌
『
国
歌
』
を
創
刊
し
ま
す
。
ま
た
、
桂
園
派
歌
人

j
 

,

．,9
 

,
 
．．
．
 

'

，
 ．．
 
,

.

9

 

敦
夫
の
歌
道
の
師
と
友
人
、

一
最

出
版
事
業

層
励
み
ま
す
。

大
き
く
、
生
涯
に
わ
た
リ
敬
愛
し
ま
し
た
。
岡
山
で
は
生
涯
の
友
と
な
る

お

の

み

さ

お

ふ

じ

た

あ

ら

ま

さ

お

か

し

小
野
節
や
藤
田
荒
次
郎
（
安
良
）
と
も
知
リ
合
い
、
藤
田
か
ら
は
正
岡
子

規
の
写
生
の
説
を
聞
い
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
古
典
研
究
や
作
歌
に
一

赴
任
し
て
き
ま
す
。
敦
夫
は
す
ぐ
入
門
を
許
さ
れ
ま
す
。
通
泰
の
影
響
は

と
い
う
題
て
、
「
荒
れ
は
て
し
志
賀
の
都
も
春
さ
れ
ば
む
か
し
な
が
ら
の
花

さ
き咲

に
け
リ
」
と
詠
み
ま
す
。
こ
れ
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敦
夫
は
、
古
今

け
い
え
ん
は

集
を
宗
と
す
る
旧
派
の
桂
園
派
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
桂
園
派
が
備

ぜ

ん

び

っ

ち

ゅ

う

前
・
備
中
で
流
行
し
た
こ
と
も
関
係
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
最
後
の
桂

い
け
ぶ
く
ろ
き
よ
か
ぜ

園
派
歌
人
と
言
わ
れ
た
池
袋
清
風
の
指
導
も
受
け
て
い
ま
す
。

み
ち
や
す

そ
の
頃
、
や
は
リ
古
典
的
な
歌
風
て
知
ら
れ
た
井
上
通
泰
が
岡
山
に

「
岡
山
県
備
前
国
和
気
郡
伊
里
村

も
古
い
敦
夫
の
創
作
は
、
明
治
二
九
年
(
-
八
九
六
）
四
月
、
東
京

は
く
ぶ
ん
か
ん

の
博
文
館
発
行
の
雑
誌
「
少
年
世
界
」
に
投
稿
し
た
短
歌
で
す
。

正
宗
敦
夫
」
の
名
、
「
旧
都
花
」|
．
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定

さ
ぞr
己
芯
勺
各

i
ー青
っ
心
斤
え
を
i

叶
上
伶
忌
ぶ
ー
忍
尺
F
斤
を
、
；
そ
ふ
く
匂
令
内
↑

f
f

ゥ
竺
入
ど
めて
ぢ
斎
ミ
を
同
こ

t
99
を`

ぅ
ほ
l
i
f?」て
ぎ
て
，

9
ぷ
'
L
侶
5
貶

f
ぇ
こ
ぶ

一

出

て

5
各
嘉
？
…
i
l

}

え
ぐ
菜
：
｀

業

一

事版

心
[土
初
り
ー
ふ
；
己

あ
り

i
入

v諏
ほ
丘
ら

W
自
厖
ら
祐

i
は
火

出

、
一

人
:
場

は

中

l
翠
ぢ
人
＇見
え
羹
ら
匂
ほ
か
；
名
つ
け

ち
ズ

人友

・

ー

1

-

M
i
-

―

明
呵
二
す
ニ
・ノ

a七
月
？
は

ー

．
．
．
．
．
 ，
 

の

―

-

l
5

宝
蓉
盆
八
ー
;
伎

―

―

杵

土
も
命
、
K
、
‘
久
ぷ
ざ
五
．
フ

道歌の夫

一

≫

敦

―

-

i

ー

ー

ー

I

-

．

-Ei 
井
L

逗
急
ぺ
人
詠
苺
＇
註
甜
愁

是

部二第

一

塁
戻
葬

e
 

埓

の

召

と

1
女
り
ふ
，

Lezr？
の
もた

入
ー

□[
／
[
〗
〗

-

|

|
|
'，1
 

茶表た の る It こはか 1'り我

は紙 れ姑こ同と勿れ人面

岡 のばに と 志な論た社天

山模こも を い gい る友荘

高様こ の は ひ 人文中 同先

蔭はにすな合さだに人 生

の板はる bせ へ先 ,1會 の
跛

-ヘ一 揮 本 呆 南して少生 互 目 敢
校 佐 宮

硲正げ天なこ かのに 頁j を

本々内な之ず荘 bの ら啓即天受

正木猪
b助 年住 立 ざ 咳 を 含＜

の 我 所 真れ に 知日 る
之赤 之 な には帖 ば楼 ら な 人

助 綱 荒 匠 記毎とこせざど た

題 し年作ヽし る わち

•

J

' 

文
庫
調
査
で
新
た
に
見
出
さ
れ
た
、

敦
夫
の
自
筆
稿
本
で
す
。
通
泰
へ
の
傾

ー

倒
は
生
涯
続
き
ま
す
が
、
最
初
の
仕
事

＿

と
し
て
、
敦
夫
は
通
泰
の
歌
を
注
釈
し
＿

i
-

ま
す
。
語
釈
・
歌
意
を
示
し
、
そ
し
て
通

i

-

泰
の
見
解
も
引
き
つ
つ
説
明
す
る
、
本

格
的
な
内
容
で
す
。
通
泰
は
余
り
弟

-

子
を
取
ら
な
い
人
で
し
た
が
、
自
分
の

一

歌
を
こ
れ
ほ
ど
愛
し
て
く
れ
る
若
者
の
―

-

l

ぃ

出
現
は
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
通
一

、
[
—

泰
門
下
の
交
流
を
は
か
っ
て
出
版
さ
れ

-1-

た
写
真
帖
を
あ
わ
せ
て
示
し
ま
し
た
。

1

な

ん
て
ん
そ
う

南
天
荘
と
は
通
泰
の
号
で
す
。
（
小
川
）

え

い

そ

う

ち

ゅ

う

力

し

2
_
1

一
井
上
通
泰
大
人
詠
草
註
解

／

•

1
9 
•

. 
9

.
，
 

「

一

な

ん

て

ん

そ

う

ど

う

し

し

ゃ

し

ん

ち

ょ

う

2
_
2

南
天
荘
同
志
写
真
帖
第
一
集

ーロ
門治四・一士苓
一月

君夫殺宗正

2-2 

先
生
の
作
品
を

も
っ
と
知
り
た
い
、

正
し
く
読
み
た
い



-- - ---- ----- -I 
第 二部 敦夫の歌道の師と友人、出版事業

rs 

厨
t
i住
[
で踪
船
~
[

-

_＿ 
井
五
ー立

泰

i
,
-

[

□
配
[
/-

i----
n 

通
泰
と
敦
夫
の
コ
ン
ビ
、

ガ
葉
集
全
注
釈
を

や
り
遂
げ
る

通
泰
は
上
京
後
、
自
宅
で
歌
書
を

定
期
的
に
講
じ
て
い
ま
し
た
。
敦
夫
は

地
方
在
住
者
の
た
め
に
と
、
万
葉
集
の

講
義
録
の
公
開
・
出
版
を
願
い
出
ま

す
。
通
泰
は
当
初
消
極
的
で
し
た
が
、

敦
夫
は
一
巻
ず
つ
新
た
に
稿
を
起
こ
し

て
貰
い
、
＋
余
年
か
け
て
編
集
刊
行
し

ま
ん
よ

う
し
ゅ
う
し
ん

こ
う

ま
し
た
。
こ
れ
が
『
万
葉
集
新
考
』
で
、

近
代
最
初
の
全
注
釈
で
す
。
通
泰
は

敦
夫
の
勧
め
が
な
け
れ
ば
と
て
も
出
せ

な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
展
示
し
た

の
は
、
通
泰
の
自
筆
原
稿
を
製
本
し
た

原

本

で

す

。

（

小

川

）

18 

1
1
1
h

吼
—
I

9

,

9

9

 

.

.
 

,'

1

,

 

一

ま

ん

よ

う

し

ゅ

う

し

ん

こ

う

げ

ん

ぼ

ん

万
葉
集
新
考
原
本

一

2
_
3
 

（
井
上
通
泰
著
）

＿

•9

. 
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屑一-fi, 
ート

か
岱
ぶ
誓
賃
賛
ゑ

＿叉
／
 

霞

闘
臼
ぎ
叉
奇
詞
洩

ぎ
竺
痘
翌
叶
分
う
ス
）

量

絣

赴

す
森
％
今
・
3

了
皐
り
臀ぶ
；―+
言
町

古
八｝
け
ィ
ニ
ぇ
危

ノ

オ
？
ィ
＿
希

悶
い
且

註臼＿
汀

位
こ
建
4

牡

―
一
／
ゴ
弓
委
り

賓
門
い
註
[
-
冒
臼

か

し

ゅ
う

ひ

ょ

う

し

ゃ

く

2
|
4

一金
葉
和
歌
集
評
釈

」

（
井
上
通
泰
著
）

ー

'

,

|

ー

|

|

|

ー

-

i

i

l

l

ー

L
り
1
1

9
,.
I
 

冒賣―
ふ
噸
輩
~店
ぷ高
一

ぞ
平

（
亨
箸
」）

坑
棧
1“

桝
竺
忍
萩
牙
ー
け
j

特

手
が
心

t索
？
叶
b

月
さ
，f
尻
ク

舟，嘉

一3
ち
う
岱‘末ハ
f
i
i閃
＄

勺

図
斗
り

1

汁
菜
托
ぅ
／

試
忍
キ
は
了
底
千

？
岱
ぶ
吋
久
成
池
f
知
可
民
討
心
喝
玉
乃

巳

翠
此
龍
和
久
拙
可
核
大
亥
氏
‘
ス
斗
'
’

呵

毛
心

通
泰
は
明
治
四

0
年
(
-
九

0
七）

わ

た

き

ん

よ

う

わ

か

八
月
か
ら
四
四
回
に
亘
り
、
金
葉
和
歌

し
ゅ
う

集
（
五
番
目
の
勅
撰
集
）
を
講
義
し
ま
す
。

み

や

う

ち

い

の

く

ま

そ
れ
を
門
人
宮
内
猪
之
熊
が
筆
記
し

た
講
義
録
の
原
本
で
す
。
講
義
は
ユ
ー

モ
ア
と
熱
意
に
溢
れ
、
創
見
に
も
富
ん

で
い
ま
す
。
晩
年
の
敦
夫
も
ま
た
金
葉

集
研
究
に
打
ち
込
み
ま
す
が
、
清
新
な

歌
風
で
知
ら
れ
る
金
葉
集
の
成
立
を
、

通
泰
の
説
を
受
け
、
明
治
の
短
歌
革
新

に
比
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
と
こ
ろ

で

す

。

（

小

川

）

こ

う

ふ

ん

先
生
の
口
吻
そ
の
ま
ま
の

講
義
録

19 
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国
索
文
庫
―

氾
袋
讀
乱

雷

自

放

草

就
餞
蕊
笈
―
葛
第
冬兎

二
石
μ
'
[

和
文
↑

明

き
―
i
-

月
ャ
誓
4
否
北
さ
恥
て

r

-
.＇ー
ー
ー・

ヽヽ祐
？
ふ
ー
§
｀
屯
み
渇
ク
や
ー
も
お
知
ん
勾
ふ
今
｀
乃
ぶ

：
文
冬
染

茸
盆
よ
ー
i
:‘ふ
努
入今
少

‘ti
3条
匂
ー
4
r

べ
曲
、
知
~

面
涙
勾
う
竺

人
と
竺
令
名
か
ー
闊
子
[
~
/
i
‘玄

ミ
ぶ
ャ
盤
マ

今
心
す
？
i
応
3、ふ
さ
?
臼
如
と
ネ
ぶ
さ
£
ぶ

fと
i
¢
3

：

｀

，
．ェ

rY
尤
翌

．

．
 

白
気
も
令
こ
そ
＆
頃
ク
ー
ぁ
‘合
九
柔
ぶ
f
ふ
宍
ッ
ふ

年

に

浅

瀬

の

波

二
i

瓜．
r
撲
・
グ
前
の
如
く
か
、
し
こ
さ
御
あ
た
り
に
も
広

上
せ
ら
れ
い
。

其

他
波

の
下
ヰ
歌

"7
第
一
の
心
柑
な
，
、J

苔

達

せ

ら

れ

一

む
あ
ら
ま
し
な
り
・
し
か
'

)̀
多
忙
の
岱
め
つ
ひ
に

得

は

た

・
し
給
は

ざ
り

さ
。

前

後

案

山

干

廼

合

の

門

に

入

る

も

の

千

布

飲

名

な

り
。

i
．た
盛

―

一

な
り
ミ
云
ふ
ぺ
．
し
。

こ
れ
竹
大
人
か

歌
泣
の

深

さ

こ

其

教

授

注

の

宜

さ
ゞ
：
其
門
人

に
対
す
る
懇
切
な
る

Jゞ

に
よ

9
て
な
り
。
伐
細
か

に
大

l
-

人

の
停
を
知
ら

む

）ゞ
な
ら
ば

己
竹
て

ill
閣

新

札

に

三

十

四

年

七

月

二

1

十

七

n
よ
り
入
月
―
-
+
―

―
日
に
わ
た
り
て
も
の
・
し

Eete
れ
ば
つ
さ
兄

一
――
 

．

る
ぺ
く
な
む

一

明
治
＿
二
十
六
介
五

月

一
か
、
、
、
レ

の
ゃ
集

明
治
十
四
年
の
末
↓
そ
の
歌
ゞ

7
L

祉
面
子

H

朴
こ
ゞ
｝
に
ひ
け
ゞ
）
も
っ
さ
ぬ
小
松
税
キ

山
柑
花

さ
か
り

ーゞ
し
知
ら
て
沿
に
し
あ
し

曳

の
山

の
か
ひ
よ
り
ち
る
撲
か
な

夏
の
歌
の
中
に

さ
み
た
れ
の

雨

の
は
れ
士
を
吹
凪
に
あ
ふ
ち
花
ち
る
庭
の
お
も
か
な

I 
! i 
1 • 

ii 
1 | 

l 

門

下
生

2-5 

池

袋

惰

嵐

詠

正

宗

牧

夫

よ

る

す

2-6 

き

よ

か

ぜ

清
風
先
生
の
詠
歌
を

編
纂
・
刊
行

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（
長
福
）

和
歌
が
『
か
A

し
の
や
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（長
福
）

の
桂
園
派
歌
人
で
、
敦
夫
は
通
信
教
育
で
清
風
か
ら
和
歌
の

か
し
ゅ
う

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
清
風
没
後
、
敦
夫
は
家
集
の
編
纂

を
お
こ
な
う
べ
く
清
風
の
妻
よ
り
送
っ
て
も
ら
っ
た
数
千
首
に

及
ぶ
詠
草
を
年
代
・
日
付
順
に
筆
写
し
ま
し
た
。
本
書
は
明

20 

|

|

|

l

l

J

i

i

l

11 

9

,

＇ 

し

え

い

そ

う

2

う

＿
池
袋
大
人
詠
草

一
」

.1
,
1

-

1

1

 

い

け

ぶ

く

ろ

き

よ

か

ぜ

ひ

ゅ

う

が

み

や

こ

の

じ

ょ

う

池
袋
渭
風
(
-
八
四
七
S
一九
0
0
)は
日
向
都
城
出
身

一

治
二
五
年
（
＿
八
九
二
）
か
ら
同
二
九
年
（
＿
八
九
六
）
ま
で
の
詠

草
を
集
成
し
た
＿
冊
で
す
。
こ
の
詠
草
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た

_
|
|
|
|
T|
r

1

|

！
ー
ー
、．1
|＇ー：＇
，J

2
|
6

一
か

A
L
の
乏
集

一
I
L
 

!
l
」

|

|

い

け

ぶ

く

ろ

き

よ

か

ぜ

一

明
治
三
六
年
(
-
九

0
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
池
袋
清
風
の

一

家
集
で
、
敦
夫
が
編
纂
と
発
行
を
担
い
ま
し
た
。
桂
園
派
歌

＿

か

ま

た

ま

さ

お

人
の
鎌
田
正
夫
と
井
上
通
泰
に
選
歌
を
依
頼
し
、
数
千
首
の

中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
三
八
九
首
が
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
敦
夫
に
よ
る
清
風
の
伝
記
も
収
め
ま
す
。
家
集

か

か

し

の

や

名
は
清
風
が
お
こ
し
た
「
案
山
子
廼
舎
」
と
い
う
社
名
に
基
づ

き
ま
す
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
資
金
不
足
が
最
大
の
難
事
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
経
験
が
予
約
出
版
と
い
う
事
業
に
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’ 乙
競四 ，•

一

敬
ー

f

ー

9(”̂ 

芯
n
i

'
い
l
ー

し

i
'し

/ 

．
 
ー

1

ヽ
""w

、T

；じ
＼＼

｀

p
hw~ 

｀
ー
i

l
p
§
§
•

ー
・1訊

＿ー J
'
9

-．
 

•

• 

2
_
7
 

函
五
月
内
｛東
立
）
菜

佐
火
斗

g

蜻
合

三

炊

夫

I

一

國
會
歌
競
拙
兼
題

.h.g

刃
“
虫

七

吹

は翌四
．？
―欧三舷

季

七
月
分

＇
目

＿

m

九

渭紅ほ

志

田
家
納
涼

虚＊
人
辺

5

が
内
信

患

岱

縫
-̂

n

企
廷
咋
ヮ

翌

撫
子

井

上＊
合

五
＂
淋

小
出
大
人
衣

R

玲

・

ニ

ざ

癸
4
3

夏
愁

委

遭^

丑

給

切

な

”
二
十
二
＂

f

氏
片
氏
乃
孜
・・祝ィ・

～、
次

一唇
I
t臼
•
四
・

・し

也

子

＂ぼ

喰

贔

合

U
4
心

尤

山

内
召
5

家
鉛

自
＿
翌
曰

”
棗
寓

i
i

李

賣
嘗

t

ロ
ロ
門
日
日
i

袖
嘩

品、＂臼

g
g昔
罰
屈
甘
f

i
i
 

●
穴
胃

i
i

示
川
旧
且
[
5

唱

本
•
a
u竃
，h
零
．
偽
"
n
ャ

C
饂
"
b
H頁
"
'

U
々
S
"
t

？
革

9
r
・
｀

9
9
し
ぶ
ょ

しタ・，

9
り
．
？

tス
2
3巧
5
:。
文
拿
＂
け

r・
る
零

9
t
に＇
・文

t
,．夕

“O5
ペ
ウ
“
*

>こ
｀
ム
ペ
，
J

漿
兌
元

芸
窃
品
ば
＂
ダ
祉
芥
七
ぶ

五

車

棲

取
吹
所

閑

歌

合

(m蹂
秤
梵
t
3
-）

（
小
川
）

明
治
三
九
年
(
-
九
0
六
）
創
刊
の
、

く
に
う
た
か
い

通
泰
門
下
の
結
社
「
国
歌
会
」
の
月
刊

誌
で
す
。
原
稿
募
集
か
ら
編
集
、
印
刷

製
本
ま
で
敦
夫
が
担
当
し
ま
し
た
。
ま

た
得
三
郎
が
挿
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

作
品
と
批
評
の
ほ
か
、
有
名
歌
人
の
作

品
紹
介
、
古
今
の
歌
文
に
関
す
る
考
察

い

と

う

さ

ち

お

こ

い
ず
み
ち

な
ど
多
彩
で
、
伊
藤
左
千
夫
・
古
泉
千

樫
な
ど
も
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
明
治
後

期
に
も
な
お
息
づ
い
て
い
た
地
方
の
文

学
愛
好
熱
が
知
ら
れ
ま
す
。

_
i
i

-

|
 

う

た

ざ
っ

雑
誌
『
国
歌
』

一．
 

．
 

井
上
通
泰
門
下
の
た
め
に

出
し
た
短
歌
雑
誌
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沢
よ
み
が
其
＂
其

H
ク
努
力
の
路
，て知・
0
.
-m
.
b
,
9
の
は
衣
出
で
“"

る
歌
人
は
な
必
．

r
り
が
は

9
.̀
-L
て
此
追
紐
上
に
其
臥
性
・
て
永
（
永

（
ご
ざ

2
磨
竹
死
で
打
（
、
宮
内
れ
は
シ
た
ホ
集

一
冬・て
＆
Jit
に

公
・」
す
る
迄
に
至
ら
す
し
て
死
だ
が
ら
生
釦
也
北
に
し
て
居
た
友
人

の
粉
？
こ
し
て
公
は
此
出
に
氏
の
改
．
て
編
伐
出
店
し
て
氏
の
知
ム
に

類
・2
-
=
＂
U
"
館
に
納
の
1
水
（
氏
の
が
，
缶
ば
す
，
名
や
し
”
i

少
さ
ハ
ふ
で
介
る
が
之

H．か氏・て
代
よ
し
て

m・0
3

y

』
息
ふ
ご

li
a

fi
し
追
る
の
・
缶
仕
え
る
人
正
ら
な
”
正
り
が
飲
夫

t
i
s
松

之

gi
熱

（を
ぃ
り
）

こ

こ

＂
へ
の

4

＾
つ
に

"J
.
r
.'・
ム

・
＂
し
た

づ
＂
正

が

し

ム6

も

思

は

r
b

る

ら

な

（

松
上
国）

11ヽ

乃

ザ

ー
フ
臼

ー
／
ふ
[
:
支

改
勺
~

l

'

,

．

，

＇

1

1

.

 

9

,
9
 

.!

•̀ 

園
ぶ
舟
‘
が
取
袢
伊
啄
村

t
・
 

皇
託

t
杯内

紅
i

、

4
必い

み
ふ
加
ぷ
祈

1‘
ふ

”Tぃ
‘

（
 

ゃ
ふ
愈
沿
と
1
す
、
ま
俎
な

中
Ii

了
ふ
ム
埒
作
ょ

凸

ie?it‘
、す

‘
l
i

ぉ
9
行
ーぷ
ん
ふ
ふ
｛
生
t
c
(

）
秤
や
・i1
2

マ
t
;
6
?
~
c

み

g"
；i
了
i
!が
1

っい

3
文
‘
9

ギ
ー
斗
j
古
な

i
~
1

そ
危
℃
~
↑
み

門
届
ぶ
く
つゼ
叉
よ
7
和
段

|
|

_

1
1
h
吼
ー
＂

く

ま

し
ゅ
う

み

や

＿

宮
内
猪
之
熊
集
・

一

一

宮
内
久
子
書
簡
・

一

2
_
8

（
大
正
二
年
二
月
二
三
日
）
―

一
森
鴎
外
ハ
ガ
キ
（
自
筆
）

一

（
大
正
二
年
九
月
二
五
日
）

一

」

友
情
の
あ
か
し
の

編
集
と
出
版

み

や

う

ち

い

の

く

ま

宮
内
猪
之
熊
(19
頁
参
照
）
は
通
泰

門
下
の
新
進
歌
人
で
、
森
鵡
外
の
日

記
に
も
登
場
し
ま
す
が
、
早
世
し
て
し

ま
い
ま
す
。
敦
夫
は
遺
詠
を
集
め
出

版
、
知
友
に
贈
り
ま
し
た
。
自
分
の
歌

集
も
出
し
て
い
な
い
敦
夫
で
す
が
、
友

人
の
作
品
を
世
に
留
め
よ
う
と
献
身
し

た
の
で
し
た
。
あ
わ
せ
て
鵡
外
の
礼
状

と
、
妻
久
子
の
書
簡
を
示
し
ま
し
た
。

敦
夫
は
猪
之
熊
が
主
宰
し
た
短
歌
雑

誌
『
み
つ
し
ほ
』
も
支
援
し
て
お
り
、
久

子
は
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
小
川
）

ー
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＇

會
凰

L

メ
ば

rご
ご

慈

噂，．三ー荘
．
3

る

ま

で

せ

ざ

の

柴

垣

い

で

い

り

て

今

H

も

．，．
 

母

述

の

な

に

を

求

む

る

肋

正

宗

敦

励
？
る
L
だ

C
↓

げ
け

’ltJt
烏
↑

llil

ウ
？
ダ
了
！
ダ
‘
}
し
ゞ
t
l
¥

。
II炉
）

lili
i誓
i
句

ヴ
？
少
］

一
ぶ
，
ら
す
丘
g
t
tit
)
?？
竺
ぷ
み

-̂lt
|
1
?＼ト
J1

,

，
 

i
 

|

□
か

し
ゅ
う

ざ

っ

き

」

2

—
皿
歌
集
雑
記
（
仮
称
）

―F，
 

，
 

2-10 

f
b
y

塁
~
ー
し
、

I

翠

i
-

＿
く

＇ 

-f
、

=
-
i
~
J、
§
ー
、
＄

j

に
t

＇ク文
ri
弓

7
J
1
‘ら
：

t

f

、
tJ．士一平、‘‘‘しぅー
9

,

1

9

,

 

又
ー。

ひ

'r謹
[
T況
閏
j

久内し`

、
と
ぐ
ぅ
、

9
tて
け
名
i
／
り
ー

-71広
ら
｀
ー
只
も
痣
s:支
?
5
ぶ
閃

敦
夫
唯
一
の
歌
集
で
、
＿
八
二
首

け
い
る
＜

を
厳
選
し
ま
す
。
「
鶏
肋
」
と
は
価
値
は

な
い
が
捨
て
る
に
惜
し
い
も
の
と
い
う

意
味
で
す
。
歌
風
は
端
正
で
す
が
古
め

よ

さ

の

か
し
く
、
こ
の
頃
知
り
合
っ
た
与
謝
野

ひ
ろ
し
て
っ
か
ん

寛
（
鉄
幹
）
は
、
「
温
雅
」
と
評
し
つ
つ
、

き

ゅ

う

ご

し

ん

ご

「
旧
吾
を
脱
し
て
新
吾
へ
」
と
脱
皮
を
促

し
ま
す
。
そ
の
後
の
敦
夫
は
古
典
研
究

に
没
頭
し
ま
す
が
、
折
り
に
触
れ
市
販

の
手
帳
に
短
歌
を
書
き
留
め
て
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
自
由
な
詠
み
ぶ
り
で
、
と

く
に
生
活
苦
や
眼
病
に
悩
ん
だ
晩
年

の
作
は
率
直
な
感
情
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

（小
川
）

歌
は
も
う
や
め
る
が
…
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一
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独
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葉
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•
5
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短
冊
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自
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日本古典全集と
ひろし

与謝野寛・晶子

（小川）

ひ
っ
せ
い

敦
夫
畢
生
の
仕
事
と
し
て
、
六
期
・
ニ
六
六
点
に
及
ぶ
一
大
叢
書
、
「
日
本
古
典
全
集
」
の

み
ょ
う
じ
ょ
う

編
集
刊
行
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
大
正
一
四
年
(
-
九
二
五
）
九
月
、
第
二
次
『
明
星
』
に
、
与
謝

野
寛
・
晶
子
夫
妻
と
敦
夫
の
連
名
で
「
「
日
本
古
典
全
集
」
刊
行
趣
旨
」
が
掲
載
さ
れ
、
「
我
国

の
あ
ら
ゆ
る
古
典
中
よ
り
、
一
般
文
化
人
と
し
て
、
専
門
の
学
徒
と
し
て
、
必
読
す
べ
き
代

表
的
の
書
物
全
部
を
選
択
し
回
を
追
ひ
つ
4

漸
々
に
刊
行
し
ま
す
」
と
宣
言
、
予
約
者
を
募

り
ま
す
。
敦
夫
の
持
論
で
あ
る
、
古
典
を
信
頼
で
き
る
本
文
に
よ
り
、
か
つ
廉
価
で
提
供
せ

ん
と
す
る
意
図
か
ら
出
た
も
の
で
し
た
が
、
折
か
ら
の
「
円
本
ブ
ー
ム
」
も
あ
り
、
有
名
ど
こ

ろ
を
揃
え
た
第
一
・
ニ
期
の
一

0
0点
は
順
調
に
刊
行
、
営
業
的
に
も
大
成
功
で
し
た
。
事

業
は
拡
大
し
、
昭
和
二
年
(
-九
二
七
）
四
月
、
株
式
会
社
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
が
設
立
さ

た
た

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
放
漫
な
経
営
が
祟
っ
て
す
ぐ
倒
産
し
て
し
ま
い
ま
す
。
結
局
、
与
謝
野

夫
妻
は
第
二
期
で
手
を
引
き
ま
す
。

な

が

し

ま

と

よ

た

ろ

う

し
か
し
、
敦
夫
は
編
集
者
の
長
島
豊
太
郎
と
協
力
し
、
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
第
三
期
以

後
の
書
目
は
他
の
叢
書
と
は
異
な
り
、
広
く
語
学
・
芸
能
・
有
職
故
実
•
本
草
・
医
学
な
ど

の
典
籍
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
こ
れ
で
し
か
活
字
で
読
め
な
い
文
献
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
白
鳥
は
後
年
、
田
舎
者
の
敦
夫
が
い
い
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
と
非
難
す
る
の
で

す
が
（
『人
間
嫌
ひ
』
）
、
古
い
文
献
の
公
刊
を
使
命
と
観
ず
る
敦
夫
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
こ

と
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
見
識
と
努
力
は
誠
に
特
筆
す
べ
き
も
の
で
す
。

><>C> 
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『万葉集総索引』

よ
く
知
り
た
い
と
思
う
。

が
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
正
宗
敦
夫
編
『
万
葉
集
総
索
引
』
は、

一
九
二
九
年
に
は
公
刊
さ

大
学
に
入
学
し
た
と
き
、
万
葉
集
研
究
会
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
年
生
な
が

ら
歌
を
調
べ
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
輩
た
ち
は
、
歌
を
調
べ
る
に
当
た
り
、
辞
書

な
ど
は
引
い
て
は
な
ら
ぬ
、
「
ソ
ー
サ
ク
イ
ン
」
を
引
い
て
調
べ
る
の
だ
と
私
に
言
っ
た
。
そ

れ
が
、

『
万
葉
集
総
索
引
』
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
に
は
、
『
万
葉
集
』
の
単
語
が
、

一
字
一
音
の
事
例
も
正
訓
の
事
例
も
、
す
べ
て
載
っ
て
い
た
。
四
、
五

0
0首
を
超
え
る
『
万

葉
集
』
の
歌
々
の
言
葉
を
こ
と
ご
と
く
把
握
で
き
る
の
だ
と
い
う
万
能
感
に
と
ら
わ
れ
た
こ

こ
の
本
は
い
ま
だ
机
辺
に
あ

と
を
覚
え
て
い
る
。
も
う
五

0
年
近
く
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、

り
、
愛
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
精
密
な
索
引
は
、
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
前
に
出
来
上

れ
て
い
る
。
何
と
、
昭
和
初
期
に
は
も
う
出
来
て

い
た
の
だ
。
思
え
ば
、
近
代
の

『
万
葉
集
』

の
研
究
と
い
う
も
の
は
、
諸
本
を
集
め
、
校
本
を
形
作
っ
た
『
校
本
万
葉
集
』
(
-
九
二
五
年
）

と
い
い
、
こ
の
総
索
引
と
い
い
、
よ
く
も
と
言
う
厄
ど
早
い
時
期
に
そ
の
基
盤
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
著
名
な
万
葉
学
者
が
そ
ろ
っ
た
『
校
本
万
葉
集
』
の
編
者
た
ち
と
は
異
な

り
、
本
書
の
編
者
正
宗
敦
夫
そ
の
人
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
思
い
を
い
た
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
展
示
に
合
わ
せ
て
、
永
ら
く
公
刊
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
氏
の
随
筆
も
活
字
化
さ
れ
た
（
小
川
剛
生
編
。
「
主
要
参
考
文
献
一
覧
」
63
頁
所
掲
）
。

な
素
晴
ら
し
い
本
を
物
し
た
人
物
は
何
を
考
え
て
生
き
て
い
た
の
か
、

（
日
本
女
子
大
学

こ
ん

こ
れ
を
機
会
に
よ
く

ひ

ろ

し

田
中
大
士
）

><OC  
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＠
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,

1
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9,i
1反
ヵ
翠
窮
洩
＿ハ段
n
今
舟＇
5
，ほ
偽
S
t
c

刀
烹
ハ

l

if塩
井
’/
9そ
＇心

.

'
|
5
,9

1

 

＇ 

，
 

-
L
 

行
動
力
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

（
小
川
）

い
立
ち
、
す
ぐ
に
実
行
し
た
先
見
性
と

ば
か
り
で
、
蔵
書
の
公
開
と
活
用
を
思

蔵
書
を
公
開
し
て
、

図
書
室
を
開
く

も

く

ろ

く

ま

さ

む

ね

あ

っ

3
|
1

一
正
宗
敦
夫
文
庫
仮
字
目
録

|
|
-

~

9

-

i
,
ー
|
|

1

1

敦
夫
は
明
治
三
七
年
(
-
九
0
四）、

え
つ
ら
ん
じ
ょ

「
児
童
（
少
年
）
図
書
閲
覧
所
」
を
開
設
し ！ 

_ __L _．---

ま
す
。
地
域
の
子
供
に
読
書
の
習
慣
を

身
に
付
け
、
文
芸
に
開
眼
し
て
欲
し
い
と

の
願
い
か
ら
出
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
翌

年
に
編
ん
だ
、
こ
の
手
書
き
の
蔵
書
目

録
は
、
書
名
の
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
児
童
図
書
閲
覧
所
と
も
関

係
す
る
の
で
し
ょ
う
。
二

0
歳
を
過
ぎ
た
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ヤー局
剛
玉
人
誓
ホ
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恩
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竺
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正
、原
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康
贔
園
ぶ
人
卜
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、ン
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T

定
ぐ
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唸
J

計
圭
詈
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ツ゚
羞
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ヵ
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刊
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ハ
ノ
甚
ハ
祭
哀
鞘
壼

ズ

ト
雖
塁
稔
セ
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モ
／
ハ
灼J

--
)
メ
布
レ
ナ
~
平
安
幹
和
ハ
クし

3

烈
入
鍾
倉
罪
／
そJ

ハヤ
＼？

瓢

―t‘
天
下

／
歪
一宝
臭
よ
う
ー

厄
元
I

頃
ヨ
り
太
：又
放
閣
ヶ
‘
直
ぃ
開
賛
書
嘉
ノ丁`ソ

；
ズ
、
然
モ
今
1
1
3

其
1
成
メ
ン
ト
ス
竺
、
大
髯
希
鼠
属
ス
。

誓
算
ョ
姪
渦
一
ス
レ
バ
園
書
I

大
半
薮
侠
ス
に
ー
す
謬
‘L
=

）

信
：
だ
田
含
―
-
I
ミ
仕

ヒ`
丁
虎
籍

7

長
7
I
恐
メ
-T
社

皐
工
喜
豆‘/
、
名
麟
言
―二全l

り
二
崖

9
甕‘ン
ト℃
囚ゾ

テ
往
話
：
ン
キ
。而
毛
木
ダ
聾
扉
ヲ
ゲ
/-
―
腐
ず
し
訪
霰
、
言
―
ィ
這

3
_
2
 

二
常
二
新
ナ
ル
カ
ヲ
発
生
セ
シ
ム
ル
源
夕

ル
ベ
キ
ヲ
信
ジ
テ
ナ
リ
」
と
、
文
庫
が
こ

の
土
地
で
子
孫
と
共
に
あ
る
こ
と
を

ほ

い

ち

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
遺
志
を
息
甫
一
・

ち

は

る

孫
千
春
と
継
承
し
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
文
庫
設
立
に
関
す
る
資
料
も
示
し

ち
ゅ
う
き
ん
か

ま
し
た
。
文
庫
印
は
著
名
な
鋳
金
家
、

か

と

り

ほ

つ

ま

香
取
秀
異
(
-
八
七
四
S
一
九
五
四
）
の

作
で
す
。

-

．1
 ．
．
 

ー

，

、

だ

ん

ほ
う

じ
ん

ま

さ

む

ね

ぶ

ん

こ

＿
財
団
法
人
正
宗
文
庫

せ

つ

リ

つ

し

ゅ

」
ぃ1
|
＇

設
立
趣
意
書

―

＇ 

ほ

な

み

安
全
な
穂
浪
の
地
に

文
庫
を
建
て
、

ま
も

書
物
を
護
る

（
小
川
）

財
団
法
人
と
し
て
の
設
置
目
的
は

「
図
書
其
ノ
他
美
術
品
考
古
参
考
品
ノ

蒐
集
及
閲
覧
公
開
」
で
し
た
が
、
趣
意

書
で
「
我
ガ
此
ノ
文
庫
ヲ
建
設
セ
ル
精

神
ハ
、
此
ノ
文
庫
ノ
医
書
ガ
、
我
ガ
子
孫
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一了
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有I
心
名
忍
は
逐
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女
翠
ぶ
此
姦
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¥
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j

屯
しビ
亀

齋

念

（金光図書館所蔵）

冒及、
ニ-
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仄
,
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旺
門
旦
冑
＿

点

焉
竺

牙

四
~

図
閂
詞
叶
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I
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盟
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オ
危
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ふ

コ

と
さ
俎
竺
ユ1
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迄
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没
零
心

ぅ60

ー
政
9
号

ノ

全光 図書舘卓

土

賽一甍

mわ二十 ．屯 ,.十 二 月

I
d
|
1
1
|

1

•
I
I

ー

・

ー

1
,

1
1

□
_
L

ーヽ
｀

ー

・

ー

な
み

よ
り

「

穂

浪

だ

」

3
_
3

「
ふ
ぐ
ら
に
こ
も
り
て
」

原
稿
（
写
真
）

ー

」

ー
！
ヽ
||

|

戦
後
に
書
き
続
け
ら
れ
た
、

隠
れ
た
名
随
筆

•
ず

糾．

こ
ん
こ
う

敦
夫
は
戦
後
、
金
光
図
書
館
報

っ

ち

ほ

な

み

『
土
』
に
、
「
穂
浪
だ
よ
り
」
「
ふ
ぐ
ら
に

こ
も
り
て
」
と
題
し
た
随
筆
を
四
一
回

わ
た

に
亘
り
連
載
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

文
庫
所
蔵
の
貴
重
典
籍
の
紹
介
、
岡

山
の
儒
者
・
歌
人
の
伝
記
考
証
、
自
身

の
研
究
の
話
題
な
ど
で
す
。
自
筆
原
稿

は
金
光
図
書
館
に
大
切
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
研
究
上
の
知
見
に
富
み

ま
す
が
、
筆
致
は
淡
々
と
し
て
、
時
に

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
り
、
随

筆
と
し
て
も
味
わ
い
深

い
も
の
で
す
。
（
小
川
） I 

_ 1 ―--•--- c• 
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集

な
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ら
い
ぼ
く
よ
う

半
井
卜
養
（
ニ
ハ
0
七
S
七
八
）
と
は

当
時
人
気
が
あ
っ
た
江
戸
の
狂
歌
師

で
、
そ
の
作
品
は
諸
大
名
も
争
っ
て
求

め
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
本
は
寛
文
＿

0
年
(
-
六
七
0
)
、
岡
山
藩
第
二
代
藩

い

け

だ

つ

な

ま

さ

主
・
池
田
綱
政
(
-
六
三
八

s
＿
七
一

か

の

う

そ

か

ん

四
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の
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狩
野
素
閑
（
玉
信
か
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に
絵
を

描
か
せ
た
＿
巻
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す
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綱
政
は
か
な
り

の
趣
味
人
で
、
そ
れ
を
偲
ば
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逸
品

で
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。
ま
た
出
版
さ
れ
て
流
布
し
た
本

と
は
内
容
が
異
な
り
、
資
料
と
し
て
も

価
値
が
あ
り
ま
す
。
（
小
川
）
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ド
月

紋
名
迫
車
機
共
遺
言
北

椅
廠
屯
瑚
考
各
心
渭
律
度

竜
街
5
必
用
咋
待
玄
練

欺
紐
9t
佛
｀
為
何
令
含
乃

序
、投
樟
丈
几
甲
成
入
ふ
月
司

ぷ
永
う
だ
立
雌

讚

靡

紋
澤
了
介
先
生
皐
跡
考

熔

市

檜

水
叶
這
隧
士

埼

殷
償
先
生
藷
n

伯
旭
字
な
廊
八
は
函
み
内

n
t政
む

本
社

2
叶
尻

l
t加
真
令
唄
つ
且
叶
尻
ふ
央
筍
一
利

ぅ
ナ
瓦
う

i

れ
？
几
帳
つ
人
i
り
位
京
扁
に
客
ん

t
`―

が
ー
先
生
キ
妥
つ
土
匝
ふ

1
-元和
ム
キ
己
ふ
ぶ
り

外
大
父
及
洛
牛
み
作

nそ
久
素
て
患

i
?人

杖
．と
冒
＞
そ
久
わ
9
人
n

合
ニ
一
約

tし
も
え
岬
り

父

と
年
―
二
約
ー
又`
凡
H
＾
人

5
-ー一方
ゑ
バ
衣
に升―
-"ふ

i
"

，tl
．ぃ

］

3-5 

蕃
山
先
生
の

伝
記
に
学
ふ

3-6 

| 

I 

i | 

I 

I 

!I 

! l 

I 

| 

審

山

先

生

状

I
i
:
．ー

」
ー
ー
ー
ー
'
1

る
人
々
の
求
め
に
応
じ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
、

く
ま

ざ

わ

ば

ん

ざ

ん

ー

一

岡
山
藩
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
熊
沢
蕃
山
の
伝
記
で
、
天

く
さ

か

て
い

か

ん

ば

つ

明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
草
加
定
環
の
祓

ぶ
ん文

に
よ
れ
ば
、
蕃
山
の
生
涯
が
詳
ら
か
で
な
い
こ
と
を
訴
え

l

を
続
け
、
後
に
『
蕃
山
全
集
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

ー

1
1
_l
ー・く

ま

ざ
ーわ

リょ
ぅ
ー

い
ぃー
ー

[I
v1
[い
ー

一`

熊
澤
了
介
先
生

一

事
跡
考

主
要
な
事
績
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
敦
夫
は
師

い
の
う
え
み
ち
や
す

の
井
上
通
泰
と
と
も
に
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
蕃
山
の
研
究

ー

し

み

ず

が

ゆ

う

備
前
の
清
水
臥
遊
の
手
に
な
る
熊
沢
蕃
山
の
伝
記
で

す
。
蕃
山
は
三
九
歳
で
岡
山
藩
を
追
わ
れ
、
敦
夫
の
生
地

し
げ
や
ま

の
す
ぐ
近
く
、
和
気
郡
寺
口
村
（現
備
前
市
蕃
山
）
に
隠
棲
し

あ
ざ
な

ま
し
た
。
「
了
介
」
は
こ
の
と
き
用
い
た
字
で
す
。
こ
の
地
に

い
た
期
間
は
長
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
死
後

10
0
年
以
上

経
過
し
た
文
化
八
年
(
-
八
一
＿
）
に
本
書
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
備
前
の
人
が
蕃
山
を
ど
れ
ほ
ど
大
切
に

思
っ
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
ま
す
。

3
_
6
 

3
ー

5

（
丸
井
）

（
丸
井
）
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t
t
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鳥
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7
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広
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引
息
i
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喩
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玉
喜
晶

~
；
？
怠
立
ぶ
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も
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嘉
ぷ
函
秒と
乃
髯

．

靡
3
象
苓
？
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図
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亨
危
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力
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姜
別
尻

愛
臣

芭
閏
啓
り
巧
蒻
①
篠
虚
埼
ガ
f
．品
’
h

-

追
言
元
毛
翌
衣
存ぃ
寸
苓
渉
・な
犯
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3-7 

1--

I 

： 

[ I 

熊
沢
蕃
山
の
主
著
と
い
う
べ
き
随
想
録
で
、
寛
文
＿
二

年
（
一
六
七
二
）
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
＿

六
巻
本
が
流
布
し
ま
し
た
が
、
正
宗
文
庫
所
蔵
本
は
「
書

一

簡
」
五
巻
と
「
義
論
」
六
巻
の
＿
＿
巻
で
構
成
さ
れ
る
初
版

本
で
す
。
「
書
簡
」
で
は
学
問
・
政
治
な
ど
の
話
題
が
往
復

書
簡
の
形
式
で
論
じ
ら
れ
、
「
義
論
」
で
は
義
理
に
つ
い
て
の

一

さ
か
お
り
の
み
や

論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
備
前
酒
折
宮
（
現
・
岡

．

た
け
む
ら
ば
い
い
ん

山
神
社
）
旧
蔵
本
。
岡
山
藩
士
の
竹
村
梅
隠
に
よ
っ
て
奉
納

さ

れ

ま

し

た

。

（

丸

井

）

一

ー

'

,

9
.

9
9

,

し

ゅ

う

ぎ

7

一
集
義
和
書

一

3
ー

1

|

」
|

＇9
]

熊
沢
蕃
山
が
延
宝
五
年
(
-
六
七
七
）
ご
ろ
に
著
し
た

『源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
、
「
桐
壺
」
か
ら
「
藤
裏
葉
」
ま
で

の
巻
が
儒
教
的
な
観
点
か
ら
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
儒
学

者
が
日
本
の
古
典
、
し
か
も
仮
名
で
書
か
れ
た
恋
の
物
語

を
論
じ
る
の
は
、
き
わ
め
て
珍
し
い
こ
と
で
し
た
。
し
か
も

ゆ

あ

さ
じ
ょ

う
ざ
ん

こ
の
本
は
、
岡
山
藩
士
の
湯
浅
常
山
が
筆
写
し
た
も
の
で

す
。
珍
本
中
の
珍
本
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
（
丸
井
）
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紆
努
集
月
§
―

春
勺

上
ぇ
ふ
騒
‘
喰
§

も
含
氏
空
陀

房
？
ー
く
吃
ら
ん
る
か

広`兄りノ

了

ク
少

水＊
i
今
度

＂ク
・
↓
杭
考
ら
月
、
は
オ
そ
め
と

}
i
2ろ
ー
しん

戊
＊
氏
玄
由

ふ
も
~
春
羞
ツ
品
ヮ
？

1
?

そ
斎

早
L
水

点
犯
氏
キ

K千

贅
！
杏
了
：
昂
わ
t
；
灰
ふ
も
レ
令
§
伶
り

了

心

を

マ

世

ぷ

ふ
稔
ふ

ん
ふ
衿
士t
~

町
t

i
f

翌
ぷ

百

名
む
又
ダ
足

『吉
備
和
歌
集
』
は
、
岡
山
の
一
―
三
人
の
和
歌
＿
四
四
七

し

せ

ん

首
（
巻
末
記
載
に
拠
る
）
を
収
め
た
私
撰
和
歌
集
で
す
。
京
都
在
住

か

が

わ

せ

ん

な

の
地
下
歌
人
香
川
宣
阿
が
撰
し
、
岡
山
藩
士
の
浅
野
由
隆
が
編

集
し
て
元
禄
―
一
年
（
一
六
九
八
）
に
成
立
し
ま
し
た
。
元
文
二

さ

だ

よ

し

ま

さ

の

ぶ

年
（
一
七
三
七
）
三
月
、
石
丸
定
良
写
。
巻
頭
は
南
条
正
修
、
巻

軸
は
浅
野
由
隆
。
伝
本
は
、
正
宗
文
庫
所
蔵
の
写
本
二
本
と
岡

山
大
学
池
田
家
文
庫
蔵
『備
陽
記
』
所
収
本
の
計
三
本
が
知
ら

れ

ま

す

。

（

小

川

・

神

作

）
し
ゅ
う

一
吉
備
和
歌
集
（
浅
野
由
隆
編
）

。
ー

3
— 

存
巻
一

-
-
1
0

」

|
．I.

も
う
一
本
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
善
本
で
す

ざ
ん
け
つ
ぼ
ん

前
掲
本
よ
り
も
善
本
で
す
が
、
巻

1
0
ま
で
の
残
関
本
で
あ

る
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。
〔
江
戸
中
期
〕
写
。
半
紙
本
＿
冊
。
巻

つ
ぐ

頭
歌
は
、
「
春
た
つ
心
を
よ
め
る
」
と
の
題
で
「
鶯
の
告
る
も
ま
た

あ

か

つ

き

な

く

ね

で
暁
の
鳥
が
鳴
音
に
春
は
き
に
け
り
」
（
南
条
氏
紀
正
修
）
。
（
神
作
）

← - -• 

｛ 

- -＿」----
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d
か
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ふ

神
官
岡
俊
直
に
よ
る
、

ー

知
ら
れ
ざ
る
私
撰
和
歌
集

一

さ
か
お
り
み
や

備
前
酒
折
宮
（
現
岡
山
神
社
）
の
神
官
で
、

香
川
宣
阿
門
の
岡
俊
直
撰
。
四
巻
。
〔
江
戸

お
お
ほ
ん

中
期
〕
写
。
大
本
＿
冊
。
正
徳
二
年
(
-
七

一

二
）
序
。
『
吉
備
和
歌
集
』
に
続
く
、
岡
山
歌

35

人
た
ち
の
私
撰
和
歌
集
で
す
。
巻
頭
歌
は
、

み
や
こ
の
り
っ
し
ゅ
ん

へ
る
事
を
よ
め
る
」
と
の
題
で

―

「
都
立
春
と
い

「
な
に
し
お
ふ
都
の
に
し
き
春
も
世
に
立
こ
と

]

や
す
く
今
朝
か
す
む
ら
ん
」
（
野
村
氏
源
尚

―

な

お

ふ

さ

び

っ

ち

ゅ

う

か

も

が

た

―

房
）
。
野
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尚
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は
備
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鴨
方
藩
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で
香
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仕
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。
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が
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自
ら
記
し
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
お
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。
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湯
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刊
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の
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岡
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楼
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史
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。
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『常
山
紀
談
』
は
歴
史
上
の

名
将
の
逸
話
を
集
め
、
著
者
で
あ
る
湯

浅
常
山
の
死
後
「
武
家
必
用
の
珍
書
」

と
し
て
出
版
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ま
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た
。
こ
の
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の
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推
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の
過
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え
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史
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岡
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。
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浅
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善
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学
芸
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の
好
査
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で
も
あ
り
ま
す

ゆ
あ
さ
じ
ょ
う
ざ
ん

湯
浅
常
山
は
岡
山
藩
に
仕
え
た
儒
学
者

な
ん
か
く

で
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藩
命
に
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っ
て
江
戸
に
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部
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郭
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師
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。
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ま
た
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熊
沢
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岡
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記
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岡
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訳＂希

•
国
令
杓ャ
：
叙
然
紆
以
“
た
2

、
松
忍

是．枯也り口
亙
知
辛
自
女
後
み
呵
蛉
ク

ヽ

．`
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•
• 
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,• 
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i
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大
丈
軒
文
全

尉

一

”
o芍
藤

土
；
柘
な
色
邑
，面

複
乾
宅
氾
入
麦
惑
嵐
丸

壼
女
祁
だ
吼
呼
葱
狛

“

P

或
岱
駁
松
慈
沿
ヂ
岱
芝

．ー
クn

§
玉
＇
蝶
委
池
あ
采
ゑ
添

y
4
怨
函
夏
ル
文
包

戻
も
も
変
4

世
9

悲
梵
iぃ
，
t

ノ
＇
＂

嘉
草
；
＇

逢
丸
覧
．終
ゑ
悶
叉

t
t;／逹亨中
が
”
#
．

!I • — 

I 

I' 

|’ 
I 

i | 

I 

i 

II 

I I 

向
弔
暦
二
年
＇
面
申

至

t文
？
年
＇甲危

＇ 

一

だ

い

じ

ょ

う

け

ん

ふ

3
ー

19

大
丈
軒
譜

＇ 

3
_
2
0
[

大
丈
軒
集

＇ 

9

ー

＿

ー

，9

＇
|

＇
ー

ー

ー

り

[
!

|
|
I

小
唖
大
丈
針
詩
文
及
ui
森
苓
f
2
昂
g
1

訣
版
:
あ
り
7̀

f
ぇ
し
さ
足

!

り
た
J
在
す
~
を
危
わ
:
表
．
和1

）
 

又
句

'
t
i
r
9刀
序

を
、孔
今
今

t
L；は
オ
笞
ノ

又
軒
，匡
万
f
i

け
告

:
を
K
~
i
;

j
危
む
i

約

は
~

ん
す
’

二
競i
:
I

8
巻
な
且
充

り

吾

翌

人
ふ
忍

9
乙
そ
ふ
了
ろ
ゃ

t
‘}
i
ll咆

硬．
『上
の
ゐ
＂

i
:サ

昭

和

丁
九
たう
一

h
p

攣

3-20 

め

い

じ

ゅ
だ
い
じ

ょ
う
け
ん

名
儒
大
丈
軒
の

自
叙
伝

だ
い
じ

ょ
う

け

ん

お

は

ら

ま

さ

よ

し

大
丈
軒
こ
と
小
原
正
義
(
-
六
三
七
S
-

み

の

か

の

う

七
ー
ニ
）
は
、
美
濃
加
納
の
生
、
京
都
遊
学

い

け

だ

み

つ

ま

さ

じ

こ

う

後
、
池
田
光
政
に
侍
講
と
し
て
招
か
れ
た
儒

ば

ん

ざ

ん

じ

ょ
う
ざ
ん

学
者
で
す
。
知
名
度
は
蕃
山
や
常
山
に
劣
り

ま
す
が
、
岡
山
藩
の
文
教
に
尽
く
し
ま
し
た
。

こ
の
年
譜
は
正
義
が
自
ら
ま
と
め
た
も
の
で
、

江
戸
前
期
の
知
識
人
の
自
伝
と
し
て
も
読
め

ま
す
。
敦
夫
は
正
義
に
傾
倒
、
森
鴫
外
の
史

で
ん
し
ょ
う
せ
つ

伝
小
説
に
倣
い
、
伝
記
を
書
こ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。
集
め
た
資
料
に
正
義
の
詩
集
も
あ

り

ま

す

。

（

小

川

）
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くま ざわばんざん

熊沢蕃山
元和5年(1619)～元禄4年(1691)

み
つ
ま
さ

熊
沢
蕃
山
が
岡
山
藩
主
池
田
光
政
に
重
用
さ
れ
、
治
水
等
の
実
務
に
も
見
識
を
持
ち
、
ま

た
、
藩
内
儒
学
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ふ

だ

い

彼
は
京
都
生
ま
れ
で
、
譜
代
の
家
臣
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
彼
が
最
終
的
に
与
え
ら
れ
た

ひ
と
え
に
藩
主
の
彼

三、

0
0
0石
の
番
頭

（家
老
に
次
ぐ
格
で
す
）
と
い
う
破
格
の
地
位
は
、

へ
の
信
頼
に
か
か
る
も
の
で
し
た
。

彼
の
岡
山
藩
で
の
主
な
実
務
は
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
二
七
歳
か
ら
明
暦
三
年
（
一
六
五

七
）
三
九
歳
ま
で
の
わ
ず
か
―
二
年
に
限
ら
れ
、
引
退
し
た
彼
は
、
や
が
て
京
都
に
帰
り
、
幕

し
も
う
さ

政
に
関
わ
る
策
を
書
い
た
こ
と
に
よ
り
、
下
総
（
茨
城
県
）
古
河
城
内
に
幽
閉
さ
れ
、
元
禄
四

年
（
一
六
九

一
）
七
三
歳
で
没
し
ま
し
た
。

彼
が
単
に
「
儒
学
者
」
で
は
な
く
「
経
世
家
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
の
は
、
こ

の
よ
う
に
彼
の
思
想
が
、
思
想
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
時
務
実
務
と
一
体
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
彼
が
取
り
入
れ
た
思
想
的
立
場
は
、

ち

こ

う

ご

う

い

つ

儒
学
の
中
で
も
「
知
行
合
一
」
（
思
想
と
行
動
の
一
体
）
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
知
ら
れ
る
、
中
国
の

お
う
よ
う
め
い

王
陽
明
の
流
れ
を
く
む
立
場
で
し
た
。

思
想
家
で
あ
り
経
世
家
と
い
う
彼
の
あ
り
方
は
、
明
治
の
新
し
い
世
に
な
っ
て
も
尊
敬
さ

れ
続
け
た
よ
う
で
、
彼
に
関
す
る
本
や
論
説
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
正
宗
敦
夫
が
師
事

み
ち
や
す

し
た
井
上
通
泰
も
多
く
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
敦
夫
は
師
と
地
元
の
ゆ
か
り
か
ら
『
蕃
山

全
集
』
（
昭
和
一
五
年

〈
一
九
四
0
〉
＼
同
一
八
年

〈
一
九
四
三
〉）
を
編
纂
発
行
し
ま
し
た
。
（
山
本
）

><OC> 
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湯浅常山宝永5年(1708)～安永10年(1781)

も
の
ば
か
り
で
す
。

（
竹
内
）

ぉ

ぎ

ゅ

う

そ

ら

い

な

ん

か

く

岡
山
藩
に
仕
え
た
湯
浅
常
山
は
、

二
0
代
で
江
戸
に
出
て
荻
生
祖
彼
一
門
の
服
部
南
郭
に

こ

ぶ

ん

じ

が

く

つ
い
て
古
文
辞
学
を
学
び
、
の
ち
に
重
臣
と
し
て
藩
政
に
従
事
し
ま
し
た
。
た
び
た
び
江
戸

し

ゅ

ん

だ

い

ら

ん

だ

い

に
出
張
し
、
太
宰
春
台
や
井
上
蘭
台
な
ど
と
交
流
し
ま
し
た
が
、
実
直
な
人
柄
が
災
い
し
て

ざ

ん

げ

ん

ち

っ

き

ょ

識
言
に
よ
り
失
脚
し
て
し
ま
い
ま
す
。
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た
後
は
自
宅
に
籠
っ
て
著
述
に
専

じ

ょ

う

ざ

ん

き

だ

ん

念
し
、
戦
国
時
代
の
武
将
の
逸
話
を
収
録
し
た

『常
山
紀
談
』、
古
文
辞
学
派
の
足
跡
を
伝
え

ぶ

ん

か

い

ざ

っ

き

る
『
文
会
雑
記
』
な
ど
を
著
し
ま
し
た
。
特
に
常
山
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
常
山
紀
談
』
は

江
戸
時
代
・
明
治
時
代
を
通
じ
て
版
を
重
ね
、
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
全
国
的
に
愛

読
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ら
い
せ
ん
せ
い
と
う
も
ん
し
ょ

祖
彼
が
「
学
問
は
歴
史
に
極
ま
り
候
」
（
『祖
練
先
生
答
問
書
』）
と
述
べ
た
通
り
、
古
文
辞
学

派
の
興
味
は
主
に
歴
史
に
注
が
れ
ま
し
た
。
祖
彼
が
中
国
史
に
研
究
上
の
視
座
を
置
い
た
こ

と
も
あ
り
、
古
文
辞
学
派
の
興
味
は
中
国
史
に
注
が
れ
が
ち
で
し
た
が
、
常
山
の
興
味
は
専

ら
日
本
史
に
注
が
れ
ま
し
た
。
常
山
は
「
わ
が
国
の
古
き
書
を
読
ま
ず
ば
、
い
か
で
か
此
日

ま

つ

お

ち

ば

本
の
万
国
に
す
ぐ
れ
て
貴
き
事
を
し
る
べ
き
」
（
『松
の
落
葉
』）
と
述
べ
、
日
本
史
を
研
究
の
基

盤
と
し
、
著
述
に
励
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

常
山
を
敬
愛
し
た
正
宗
敦
夫
は
常
山
の
自
筆
本
お
よ
び
関
連
書
籍
だ
け
で
な
く
、
書
簡
や

し
ゅ
う
し
ゅ
う

詩
の
自
筆
稿
に
至
る
ま
で
常
山
の
遺
稿
を
蒐
集
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
伝
来
が
保
と
ん
ど
確

認
さ
れ
て
い
な
い
珍
本
ば
か
り
で
、
当
該
分
野
の
研
究
史
上
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
貴
重
な

>-<:>◊Cこ＞ベ
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ふ
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ヤ
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1
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~
g
l

ー

乃
ー
｀
i

け
L
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ー
1

，
 

i
 

伐
閑
文
{.ふ2
圧ー
＊
対
仕

A
`
i
t
i
‘
?
q

伯
ゆ
冦
1
ふ

.‘
什窃
為
応
ダ
學
，t
布
唸

．．
 

一．

ー

！

、

（， 
； 

・, 

f,． 

｀ 
｀ 
／ペ
讐

鑢徳
疋9

.
 

”
 

9
9

ー
・

.. ~ 
， 

’̀ ．，  

佼
ト
句
件
粉

切
莉
臼
入
＄

1
沃
さ
魯
代
⑪
刺

栽
あ
糸
春
8
之
飩
沙
‘
伐
面
ら
夜
月

t
の
）
冨
全

、3

之
宅
亥
外
抒
｀
＼―

g
允
晶
”
む
⑮
之
苦
多

ふ

為
料
勅
語
之
が
ご
の
ふ
既

t
ら
み
富
吝
文
0
5

作
る
可
代
込

諏
汲ヽ
ぞぞ
じ
人
5

む
供
又
臥
為
尻

§
ふ
之
店
恣
叶
杵
塘
物
語
之
道
社
文
冴
を
殺

鈍
各
枇

え
之
怜
行
ふ
必

忍
ふ
丹
文

、

支

斉

一正
乙
之
本
光
人
祓
惰
久
伶
る
侑
沈
が

、

そ
之
杖
含
之
之
ぃ

9

9

-

•
•お
邦
？
広
判

已

5
 

誓
；
，しゃ
索
ざ
JL
愈
恰
ぷ
ぷ
怨
必
ぷ
函
ヽ

九
利
も
和
[

“

1 | 
1 

ii 

嵯
峨
本
も
あ
り
ま
す

さ

が

ぼ

ん

嵯
峨
本
と
は
、
活
字
を
使
用
し
て
印

刷
さ
れ
た
近
世
初
期
の
美
し
い
本
の
こ

と
で
す
。
嵯
峨
本
『伊
勢
物
語
』
は
、
挿

絵
入
り
（
絵
は
整
版
）
の
も
の
が
有
名
で

す
が
、
本
書
に
は
、
挿
絵
が
あ
り
ま
せ

ん
。
後
ろ
表
紙
見
返
し
に
見
え
る
「
徳

運
」
と
い
う
人
が
全
巻
に
わ
た
っ
て
細

か
い
字
で
注
を
書
き
入
れ
て
い
ま
す
。

「徳
運
」
は
他
に
も
複
数
の
古
活
字
版

に
書
き
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
書

で
も
ほ
ぼ
同
時
代
の
武
将
•
田
丸
直
昌

の
和
歌
を
書
き
込
ん
で
お
り
、
注
も
含

め
て
興
味
深
い
本
で
す
。

（新
美）

I
,
1
|

ロ

ー
ロ
が

ほん
い

せ
も
のが
たリ

ー

4
ー

1

嵯
峨
本
伊
勢
物
語

! 1 
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う

1
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う
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t
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汁
今
ぞ
イ
ー
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内
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よ
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t:”
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C35CI

•I
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li§1る
し
ぷ
切
り

匂ゃ
9

秘
氏
丸

i

”硲
~
し

凶
り1
店
a
句
ー
l
"
f
Y

浪
l
2

サ
拿
1
雙
盆
"
§
了

-
i

閉
‘
P
}＞
の
・
令
＇年
~
柘

、
そ

21ゃ

．．
 

i

、i
i

こ
＂
翌~t
の

も
か
如
5
月
打
江
い
い
印
ド
';
i焉う

ACt̀
g
7
兒
9
ぷ
ゑ
怜
交
ぞ
'§
哀

夜

ti
？
し

i
(ぶ
i
t
；会

？
介

1

7

な
呪

•

t
1

こ
＆
｛
わ
さ

互
了
予
脅
｀

f
俗
り
〈

tむ
5‘

'

を
名

1
ー
~
f
i

か
ゲー

む
印
品
り
ー
月
ダ

｛
う
り
か
？
~
う
へ
界
＜
亭
り
ノ
ー
咋
ぉ
ぐ

り：
合＿員ぷ
鸞
且
犀
州
も
！
‘
死

1
ス
名
”
ぷ

t
-

―

料
社
:
み
・とふ
5
U
l
Tふ
ビ

5
ぎ

g盆
ら
ぅ
？
ふ
2
汗

み
伶
i
も

fa‘9ー？
f
:き
沿
了
ふ
り
の

‘i

巾
；
泊
ば

J

1
3
y
fウ
ん
）
豆
令
＾

i
閉ぶ

g
J

！ 

I! 

l 

I 
I 

! ： 

•I 

ー

ー

］

じ

4
_
2

一
古
活
字
版

ー

し

ー

ー

．

ー

、
1

|

lH本
古
典
全
集

『源
氏
物
語
』
の
底
本
で
す

『
源
氏
物
語
』
の
古
活
字
版
に
は
、
慶
長
年

で

ん

さ

が

ぼ

ん

間
の
伝
嵯
峨
本
、

元
和
九
年
(
-
六
二
三
）
刊

本
、
寛
永
刊
本
が
あ
り
ま
す
が
、
本
書
は
寛
永

年
間
（
＿
六
二
四
S
一
六
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た

古
活
字
版
で
す
。
正
宗
敦
夫
が
関
わ
っ
た
日
本

て
い
ほ
ん

古
典
全
集
『
源
氏
物
語
』
の
底
本
で
も
あ
り
ま

す
。
多
数
の
注
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
連

じ

ょ

う

は

じ

ょ

う

は

し

ょ

う

歌
師
紹
巴
の
作
成
し
た
『
紹
巴
抄
』
と
い
う
『源

氏
物
語
』
の
注
釈
書
を
も
と
に
独
自
注
も
施
し

て
い
る
よ
う
で
、
興
味
深
い
本
で
す
。
（
新
美）
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も
り

―

ぃ

‘_

|

1
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，

1,．

i

|
附
1J9
1

ぁ

！
 

っ

伝
統
的
な

大
和
絵
と
は
異
な
る
、

素
朴
な
画
風
の
絵
巻
物

あ
つ
も
り
の
さ
い
ご

『
平
家
物
語
』
巻
九
「
敦
盛
最
期
」
の
そ
の

後
を
語
る
、
室
町
物
語
の
人
気
作
で
す
。
平
敦

く

ま

が

い

の

じ

ろ

う

な

お

ざ

ね

盛
が
熊
谷
次
郎
直
実
に
討
た
れ
る
場
面
か
ら

い

じ

こ

あ

つ

も

り

ほ

う

ね

ん

し

ょ

う

に

ん

始
ま
り
、
遺
児
の
小
敦
盛
が
法
然
上
人
に
育

て
ら
れ
て
母
と
再
会
し
、
敦
盛
の
亡
霊
に
会
っ

て
出
家
す
る
ま
で
が
語
ら
れ
ま
す
（
本
書
は
後

や

ま

と

え

欠
）
。
伝
統
的
な
大
和
絵
と
は
異
な
る
、
素
朴

な
画
風
の
絵
巻
で
す
。
こ
う
し
た
素
朴
な
絵
は

美
術
史
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

（

川
崎
）
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と
さ
ブ
人
？
ん
ブ

（
川
崎
）
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1
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＇
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ー
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|
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1
1
|
1ー

一

ー
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-
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4
_
4

一
も
み
ぢ
が
り

―

ー

1
,
．ー

+

ー

|
ー

|

_

1

ー
・

1
,
1
,1

能
装
束
を
着
て

小
道
具
を
も
つ
鬼
が

描
か
れ
た
絵
巻

の

う

も

み

じ

が
り

能
「
紅
葉
狩
」
を
絵
巻
物
に
仕
立
て
た
作
品

と

が

く

し
や
ま

で
す
。
「
紅
葉
狩
」
は
、
信
濃
国
の
戸
隠
山
で
美

た
い

ら
の
こ
れ
も

ち

女
に
化
け
て
酒
宴
す
る
鬼
を
平
維
茂
が
退
治

す
る
人
気
作
で
す
。
能
の
絵
巻
は
少
な
く
、
「
紅

葉
狩
」
の
絵
巻
は
本
書
の
み
で
す
が
、
絵
巻
自
体

は
当
時
の
典
型
的
な
作
り
で
す
。
本
文
に
は
役

ふ
し
づ
け

名
や
節
付
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
維
茂
と

対
峙
す
る
主
役
の
鬼
の
み
、
能
装
束
ら
し
き
も

の
を
着
て
小
道
具
の
打
杖
を
持
っ
て
い
ま
す
。

• ¥ •;. ・ • -,．：.A るr:-．．、Sん;,.:Jざ・c.,:?：，- -.. g.`・．・ ••‘ら梵．; f・．．．
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ひ
ろ
し

与
謝
野
寛
が

短
歌
に
詠
ん
だ
宋
版

ほ

く

そ

う

と

う

ぜ

ん

じ

北
宋
後
期
、
中
国
の
福
州
の
東
禅
寺
で
印

い
っ
さ
い
き
ょ
う

刷
さ
れ
た
六
、

0
0
0余
帖
の
＿
切
経
の
う
ち

さ
ん
し
ょ
う
じ

の
＿
帖
で
す
。
京
都
の
三
聖
寺
（
廃
寺
）
に
輸
入

わ

け

ぐ

ん

さ
れ
た
一
切
経
が
分
散
し
、
和
気
郡
内
の
神
社

げ
ん
の
う

を
経
て
文
庫
に
入
り
ま
し
た
。
玄
応
撰
の
＿
切

お

ん

ぎ

経
音
義
は
全
二
五
帖
（
本
書
は
巻
第
二
）
で
、
一

ぼ

ん

じ

切
経
の
難
解
な
漢
字
・
梵
字
の
発
音
や
意
味
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
庫
を
訪
ね
た
与
謝
野
寛

は
本
書
に
目
を
留
め
て
、
「
西
の
窓
藤
若
葉
よ

い

ん

ぺ

な

ら

り
風
わ
た
り
伊
部
の
鉢
に
鐘
ぶ
宋
版
」
と
詠
み

ま
し
た
。

（
川
崎
）

!9
-

い

っ

さ

い

き

ょ

う

お

ん

ぎ

4
_
5

一
宋

版

一

切

経

音

義

―

1
,
9,

．
'|
|
卜
|
|

．

．
 

)，＇ 

ー

ー

ー

．
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火`＇
｀
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呈
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ト
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属
m
喜
｀
9
：

J:

塁
支
．ご
甚
言

贔
3
；玉も

J
 

月

令

・『、

本
8

こf

，
全
て
こ
＿

2
9

.

.

し

'

：

E

内

土一5

-
9ふ
疋
羹

~

〗
”

上

ー

ー

ー

、，1
r
)
¢
E↑

iー
ー

忍
ダ
豆
支
喝
胃
j

：

ーニ
．
．
 

試
ふ
ゥ
国
位
凸
雀

；
杖
璽
）

9

i

-

函
？
も

t
字
、

心ょ
令

K

爵
責

＿

痺
知
贔

'
-•
V9

-上

．
 

．
 
」

『

L:.

.
`

で
グ

苛
走
五

ふ怠

I 
---l 

I 

ー
ー

．ー1

41
|
1

ー

ド
1
1
1
1
N
ー11

卜
'

|
|
J
I

|
ー
ロロ
/
□
口
|□
~
「
ー
，

1
1
h1
1

4
_
6

一
倶
舎
論
音
義

―

ー

11
I
r
|
|
l
ーニ

幻
の
仏
書
・

H
本
語
資
料
の
再
発
見

く

し

ゃ

る

ん

し

ょ

う

じ

ょ
う

き

ょ
う

て

ん

ほ

っ

そ

う

倶
舎
論
は
小
乗
の
経
典
で
、
日
本
で
も
法
相

宗
の
寺
院
を
中
心
に
熱
心
に
研
究
さ
れ
て
い
ま

お

ん

ぎ

し
た
。
こ
の
本
は
そ
の
音
義
で
、
難
解
な
熟
語
や

漢
字
を
抽
出
し
て
、
音
・
訓
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
ま
す
。
漢
字
に
は
和
訓
が
付
け
ら
れ
、
和
訓
に

し
ょ
う
て
ん

は
ア
ク
セ
ン
ト
や
清
濁
を
示
す
声
点
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
初
期
か
ら
注
目
さ
れ
た
貴

重
な
日
本
語
資
料
で
す
が
、
長
い
間
、
所
在
不

明

と

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

（

川

崎

）
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ニー一

I 
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I ! 

（
小
川
）

こ
の
本
は

天
が
我
に
恵
ん
だ
物

せ
つ
よ
う
し
ゅ
う

出
版
さ
れ
た
最
古
の
節
用
集
（
イ
ロ
ハ
引
き
国

ま
ん
じ
ゅ
う
や

語
辞
書
）
で
、
鰻
頭
屋
と
号
し
た
奈
良
の
町
人

り

ん

そ

う

じ

学
者
、
林
宗
二
の
手
に
な
り
ま
す
。
珍
本
な
の

ず

し

よ

り

ょ
う

で
敦
夫
は
昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
に
図
書
寮

く

な

い

ち

ょ
う
し

よ
り
ょ
う

ぶ

（
現
在
の
宮
内
庁
書
陵
部
）
所
蔵
本
を
覆
製
し

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
、
岡
山
市
内
の
古
本
屋
で

も
う
一
本
を
偶
然
入
手
し
ま
し
た
。
喜
び
の
余

と

く

さ

ぶ

ろ

う

し

よ

し

り
、
木
箱
を
作
ら
せ
、
弟
得
三
郎
に
書
姿
を
描

か
せ
て
い
ま
す
。
後
に
敦
夫
は
郷
土
の
和
学
者

ど

ひ

つ
ね
ひ
ら

土
肥
経
平
旧
蔵
書
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

ま

ん

じ

ゅ

う

や

ぼ

ん

せ

つ

よ

う

し

ゅ

ぅ

一

[』

4
_
7

一
鰻
頭
屋
本
節
用
集
―
f

l
J
'
 

|_」

..

.
 `_
 

1
|
_
.

-
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か
さ
を
メ
ン
バ
ー
全
員
て
追
究
し
て
い
ま
す
。

剛
志
就
実
大
学
教
授
）
を
開
始
し
て
お
リ
、
正
宗
文
庫
の
豊

か
ん
さ
く

（
神
作
）

ら
は
新
た
に
共
同
研
究
「
正
宗
文
庫
の
研
究
」
（
代
表
川
崎

す
。
集
積
し
た
デ
ー
タ
を
基
盤
と
し
て
、
二

0
二
ニ
年
度
か

に
、
定
期
的
に
文
献
調
査
と
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
進
め
て
い
ま

か
ら
て
、
岡
山
在
勤
の
日
本
文
学
研
究
者
の
協
力
の
も
と

正
宗
文
庫
（
岡
山
県
備
前
市
）
と
の
御
縁
は
二

0
0
二
年

ス
し
て
み
て
下
さ
い
。

て
無
科
て
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
一
度
ア
ク
セ

は
、
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
【
h
t
t
p
s
:
/
/
k
o
k
u
s
h
o
.
 
n
 ijl
.a
c
.j
 
p
/】

0
万
点
（
三
、
二
0
0
万
コ
マ
）
に
及
ぶ
画
像
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

文
学
の
基
盤
的
な
総
合
研
究
機
関
で
す
。
集
積
し
た
約
三

れ
ら
に
基
づ
く
先
進
的
な
共
同
研
究
を
推
進
す
る
、
日
本

ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
と
と
も
に
そ

科
を
大
規
模
に
集
積
し
、
日
本
文
学
を
は
じ
め
と
す
る
さ

文
学
研
究
資
料
館
（
東
京
都
立
川
市
）
は
、
国
内
各

国
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
日
本
文
学
と
そ
の
関
連
資

〈
紹
介
〉

国
文
学
研
究
資
料
館

N
a
t
i
o
n
a
l
 I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 J
a
p
a
n
e
s
e
 L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
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リ
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1

ー

|
:
i

礼̀

：
i

_

り
h
|
I
i
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り
1
1
T
Il

|

フ
ル
カ
ラ
ー
の
時
代
相
の
中
で
、
若
沖
が
あ
え

た

く

は

ん

が

て
挑
ん
だ
の
が
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
版
画
「
拓
版
画
」

た

く

ほ

ん

は

ん

し

き

で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
拓
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
版
式

じ

ょ

う

き

ょ

う

し

ゅ

う

げ

ん

ぼ

よ

う

か

で
、
『
乗
興
舟
』
や
画
譜
三
部
作
（
『玄
圃
瑶
華
』

そ
け
ん
せ
き
さ
つ
し
ょ
う
し
ゅ
う
ほ
う
じ

ょ
う

『素
絢
石
冊
』『
賞
春
芳
帖
』）が
高
名
で
す
。
本
作

品
は
拓
版
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
拓
版
画
を

た

し

よ
く

ず

強
く
意
識
さ
せ
る
黒
を
背
景
と
し
て
、
多
色
摺

り
に
よ
る
鮮
や
か
さ
が
際
立
っ
た
優
品
で
す
。

（
神
作
）

•9 

と

う

じ

ゃ

く

ち

ゅ

う

ー

伊
藤
若
沖

―

ち

ょ

う

は

ん

5
_
1

-
「
花
鳥
版
画
」

つ

ば

き

し

ろ

が

し

ら

ず

（
椿
に
白
頭
図
）

I

_

1

_,

＇

ーー」
I

'
1

1

|

＇

一ー

'I 

じ
ゃ
く
ち
ゅ
う

若
沖
、
色
彩
の
魔
術
師
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也

文

或

震
，然

蒻

旗
1
慈
亦

皆
不
＞知
．
鳥
慣
之
法

後

履

孟

速

皇

不

＞閑

乎
油`情

裁

世

雖

＞窟

豪

俸

士
t-

汚
噌
丸
乎
耳
I

目
一
杢
能
下
投
零
霧
面
見
｀
青
天
也
。

故
荀
主
人
面
凡
贅
則
ご
庄
入
＝

i

其
室
＿
也

嗚^
＇呼

人
有
龍
有
ー
一
不
熊
余
之
不
才
，
慮
断
無
．
屯
柊
喰

獨
袋
斯
素
専
翡
氏
以
朋
分

0

誠
無
羨
乎
古

之

人
＿而

其

所

碩

幽
5
姜

店

改
●
面
ー
目
↓也
。如‘
；
貞

茶

凡

迄
哀
平
子
斯

f

則

克

乎

位
、而
至
．
一
也
雖
沃然

余

不

疇
乎
文
ー
既
故
松
ば
叩
言
ー。他
達
＿｛
其
丸
而
巳
゜
讀
者

也
有
元
心
酔
者
印
｀
一
余
之

生

足
濱〗眈
之
一可
也

東
武
書
林

室
町
二
町
目須

原
雇
市
兵
衛
袢

-
J
"

お山

f,;・¥＇▲ 
l

,

t

 

安
永
三
年
甲
午
仲
秋

J
 

杉
田
玄
白
贄

l | 

I i 

Ii 

I 

医
学
書
の
古
典
、

実
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い
ま
す

か

い

ぼ

う

ず

ふ

『解
剖
図
譜
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
『
タ
ー
ヘ
ル
ア

ま

え

の

り

ょ

う

た

く

す

ぎ

た

げ

ん

ぱ

く

ナ
ト
ミ
ア
』
を
前
野
良
沢
・杉
田
玄
白
ら
が
漢

文
訳
し
た
『
解
体
新
書
』
は
、
安
永
三
年
（
＿
七

七
四
）
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
四
巻
・解
体
図
一

す

は
ら

や

い

ち

べ

え

は

ん

巻
の
五
巻
五
冊
。
江
戸
の
須
原
屋
市
兵
衛
版

（所
付
け
の
異
な
る
二
種
が
知
ら
れ
、
展
示
本
は
室

町
二
丁
目
版
）
。
「
神
経
」
「
動
脈
」
「
軟
骨
」
な
ど

の
訳
語
は
、
本
書
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
（
神
作
）

11"11 

．．
 

か

い

た

い

し

ん

し

ょ

解
体
新
書

一

5
_
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ー

ー

し

ー

1
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廿

ご
存
じ

『桃
太
郎
』
の
成
立
は
そ
ん
な
に
古

く
は
な
く
、
現
在
確
認
さ
れ
る
最
も
古
い
文
献

く

さ

ぞ

う

し

あ

か

ほ

ん

は
江
戸
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
草
双
紙
（
赤
本
）
で

す
。
御
覧
の
書
物
は
、
明
治
＿
八
年
（
＿
八
八

五
）
に
刊
行
さ
れ
た
英
訳
本
（
ダ
ビ
ッ
ド
タ
ム
ソ
ン

は

せ

が

わ

た

け

じ

ろ

う

ち

り

め

ん

お

訳
、
東
京
長
谷
川
武
二
郎
刊
）
。
布
地
に
縮
緬
織

り
の
よ
う
な
シ
ワ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
ち
り

め
ん
本
l

と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ち
り
め
ん
本
）

（
神
作
）

御
当
地
も
の
の
代
表
格
、

桃
太
郎
の
英
訳
本
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〈紹介〉ノートルダム 清心女子大学の正宗敦夫文庫

ー

特殊文庫書庫内部

特
殊
文
庫
に
は
、
「
黒
川
文
庫
」
な
ら
び
に
「
正
宗
敦
夫
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。

黒
川
文
庫
は
、
初
代
学
長
シ
ス
タ
ー
・
メ
リ
ー
・
コ
ス
カ
が
、
「
日
本
人
女
性
に
日
本

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を
」
と
の
教
育
理
念
を
持
ち
、

く
ろ
か
わ
は
る
む
ら

江
戸
の
歌
人
・
国
学
者
の
黒
川
春
村
（
一
七
九
九

s
一
八
六
六
）
、
養
子
で
あ
る
黒

川
真
頼
(
-
八
二
九
S
一九
〇
六）
、
孫
の
黒
川
真
道
(
-
八
六
六

s
一
九
二
五
）
ら
、

黒
川
家
蔵
書
の
和
歌
関
係
を
中
心
と
す
る
約
一
、

0
0
0点
、
三
、

0
0
0余
冊

を
購
入
し
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
国
文
学
科
発
足
当
初
の
教
授
で

い
っ
せ
い
ど
う
し
ょ
て
ん

あ
っ
た
正
宗
敦
夫
が
、
東
京
神
田
神
保
町
の
一
誠
堂
書
店
に
泊
ま
り
込
み
、
黒
川

さ
ん
い
つ

家
旧
蔵
本
歌
書
類
の
散
侠
を
防
い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
正
宗
敦
夫
文
庫
」
は
、
正
宗
敦
夫
の
蔵
書
の
う
ち
、
講
義
の
た
め
に
収
集
し
た

歌
書
類
を
中
心
と
し
た
約

1
0
0点
、
四

0
0余
冊
が
、
昭
和
四

0
年
(
-
九
六

さ
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
「
特
殊
文
庫
」
は
、
昭
和
二
七
年
（
＿
九
五

二
）
四
月
、
国
文
学
科
（
現
日
本
語
日
本
文
学
科
）
創
設
の
際
に
設
置
さ
れ

た
貴
重
書
庫
で
あ
り
、
現
在
は
、
約
五
、

0
0
0
冊
も
の
貴
重
な
古
典
籍
が
所
蔵

〈
紹
介
〉

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の

正
宗
敦
夫
文
庫

9 | 

II 

＇` 

： 
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ii II 

々

奢
名

4
t-よ

g
iヤ

↑
士
5
9

ーふ公
1
在
ぷt”§ 

.i
i苓ふ
t
で
；
尺
つ

、ゞ性・`
ざ
止ャ

f
c

念
を
奢

ぶ
t
々
↓
象
ね
・
了
古

! 1 

I 

て
く
る
逸
品
と
も
い
え
ま
す
。

ためあきら

伝二条為 明筆 『金葉和歌集』

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

――
 

-―
 

|lih_|
ー

ー

|

ー

|

ー
ー

L

五
）
に
同
大
学
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
財
団
法
人
「
正
宗

文
庫
」
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
正
宗
敦
夫
文
庫
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

き

ん

よ

う

わ

か

し

ゅ

う

文
庫
に
は
、

『金
葉
和
歌
集
』
に
関
す
る
一
三
点
も
の
写
本
が
揃
っ
て
お
り
、
本
文

庫
の
資
料
を
欠
い
て
は
、

『金
葉
和
歌
集
』
の
学
術
的
な
理
解
は
得
ら
れ
な
い
ほ
ど

た
め
あ
き
ら

の
充
実
度
を
誇
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
伝
二
条
為
明
筆
『金
葉
和
歌
集
』
」
は
、

て
い
ほ
ん

『新
編
国
歌
大
観
』
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
の
底
本
に
採
用
さ
れ
、
拠
る
べ
き

本
文
と
し
て
広
く
参
看
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
正
宗
敦
夫
が
教
育
の
た

め
に
収
集
し
た
古
典
籍
か
ら
な
る
「
正
宗
敦
夫
文
庫
」
は
、
そ
の
教
育
の
質
の
高

さ
を
窺
う
の
に
十
分
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
学
術
的
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
古
典
籍
の
み
で
は
な
く
、
正
宗
敦
夫
の
同
大
学
に
お
け

る
授
業
「
古
今
集
演
習
」
「
近
世
和
歌
史
」
の
、
几
帳
面
に
丁
寧
に
記
さ
れ
た
、
緻

密
な
講
義
ノ
ー
ト
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
研
究
の
最
前
線
を
学
生
に
伝
え

よ
う
と
し
た
、
正
宗
敦
夫
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
が
＿
字
一
字
か
ら
滲
み
わ
た
っ

特
殊
文
庫
の
目
録
は
昭
和
五

0
年
(
-
九
七
五
）
、
当
時
日
本
語
日
本
文
学
科

あ
か
は
ね
し
ゅ
く

の
教
員
で
あ
っ
た
赤
羽
淑
を
中
心
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
特
殊
文
庫
目
録
』
は
全
国
の
図
書
館
や

は

ん

ぶ

研
究
者
に
頒
布
さ
れ
、
現
在
も
岡
山
県
内
外
よ
り
、
多
く
の
研
究
者
が
特
殊
文
庫

の
資
料
の
閲
覧
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
本
目
録
は
、
現
在
、
在
学
生
や
学
内
外
の
研
究

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
新
た
に
改
訂
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
う
じ
ょ
う
と
し
き

東
城
敏
毅
）
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就実大学外観

無
い
当
文
庫
で
夏
は
汗
ま
み
れ
に
な
り
冬
は
カ
イ
ロ

動
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

11
奇）

(
）
軋

と
し
た
目
録
を
作
り
た
い
と
言
わ
れ
、
空
調
設
備
の

ど
も
も
「
こ
の
貴
重
な
書
籍
を
後
世
に
伝
え
る
」
活

貴
重
な
書
籍
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
も
し
っ
か
り

現
さ
れ
た
故
深
井
氏
の
思
い
と
行
い
の
跡
を
追
い
、
私

学
出
版
助
成
）
に
よ
る
と
、

正
宗
氏
は
「
先
生
は
こ
の

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
去
華
就
実
の
理
念
を
体

土
関
係
編
』
（
財
団
法
人
正
宗
文
庫
、

一
九
九
五
年
、
本

び
も
共
催
者
と
し
て
本
展
示
に
参
画
で
き
た
こ
と
を
、

る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
価
値
の
あ
る
行
為
で
す
。
深

か
ず

お

井
紀
夫
編

『
正
宗
文
庫
所
蔵
典
籍
分
類
目
録

郷

催
さ
れ
ま
し
た
（
第
一
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
）
。
こ
の
た

昨
年
、
第
二
回
正
宗
文
庫
セ
ミ
ナ
ー
が
本
学
で
開

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
伝
え
る
こ
と
は
、
創
学
の
教
員
も
調
査
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
理
事
長
の
正
宗
千
春
氏
と
就
実
短
期
大
学
部
長

か
ず
お

の
故
深
井
紀
夫
氏
が
文
庫
の
整
理
・
再
建
に
着
手

「
国
文
学
文
献
資
料
調
査
員
」
を
務
め
、
以
来
、
本

研
究
資
料
館
に
よ
る
調
査
が
始
ま
る
と
、
深
井
氏
は

正
宗
文
庫
と
本
学
と
の
ご
縁
は
、

一
九
九

0
年、

氏
の
御
協
力
」
に
謝
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
国
文
学

し
ま
す
。

務
の
か
た
わ
ら
終
始
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
正
宗
千
春

め
、
内
面
の
充
実
に
努
め
る
心
の
は
た
ら
き
を
意
味

し
、
書
架
に
並
べ
る
作
業
を
、
陶
芸
家
と
し
て
の
本

面
の
華
美
に
走
る
こ
と
な
く
、
豊
か
な
人
間
性
を
求

尤
心
[
[
い
遵

K

短
期
大
学
の
基
本
理
念
は

4
月
「
去
華
就
実
」
で
す
。
去
華
就
実
と
は
、
外

i 

一
冊
丁
寧
に
埃
を
払
い
、
手
控
え
の
記
録
と
照
合

た
」
と
述
べ
、
深
井
氏
は
「
炎
暑
厳
寒
の
中
、

〈
紹
介
〉

就
実
大
学

正
宗
文
庫
と
の
ご
縁

を
し
の
ば
せ
て
長
年
に
わ
た
り
調
査
し
て
頂
き
ま
し

＿
冊
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つよし

第2回正宗文庫セミナー会場風景（川崎剛志講演 2022年9月10日）

I 

深
井
紀
夫
編

財
団
法
人
正
宗
文
庫

郷
土
関
係
編

ー

ー

ー

1|
1
||
|

l

鴫

かずお

深井紀夫編 『正宗文庫所蔵典籍分類目録 郷士関係編』
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岡山県立博物館外観

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
回
の
改
修
に
よ
り
、

二
階
展
示
室
は
、
黒
を
基
調
と
し
た
内
装
に

耐
震
補
強
の
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
0
二
0
年
度
か
ら
二

0
二
ニ
年
度
ま

つ
て
、
吉
備
国
と
呼
ば
れ
た
岡
山
県
に
は
、
北
九
州
・
近
畿
地
方
と
と

も
に
早
く
か
ら
文
化
が
華
開
き
、
今
に
至
る
ま
で
多
く
の
文
化
財
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
立
博
物
館
（
岡
山
県
岡
山
市
）
は
、
原
始
・
古
代
か
ら

近
世
に
至
る
ま
で
の
文
化
遺
産
を
収
集
保
存
し
て
、
長
く
後
世
に
伝
え
る
と
と

も
に
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
を
展
観
す
る
た
め
の
歴
史
博
物
館
で
す
。
県
政
百

年
の
記
念
事
業
と
し
て
一
九
七
＿
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

開
館
か
ら
五

0
年
近
く
を
経
過
し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
や
、

で
休
館
し
、
耐
震
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
展
示
室
や
収
蔵
庫
と
い
っ
た
、
文

化
財
の
展
示
・
保
管
施
設
の
改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
機
密
性
の
高
い
エ
ア
タ
イ
ト
の
展
示
ケ
ー
ス
を
採
用
し
、

展
示
室
内
の
温
湿
度
の
影
響
を
受
け
に
く
く
す
る
と
と
も
に
、
透
明
度
の
高
い

高
透
過
ガ
ラ
ス
に
す
る
こ
と
で
展
示
品
の
繊
細
な
模
様
や
質
感
ま
で
感
じ
て
い
た

二
0
二
三
年
四
月
に
全
面
再
開
館
し
た
当
館
で
は
、
考
古
・
美
術
・
古
文

ヵヽ 〈
紹
介
〉

岡
山
県
立
博
物
館

！
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： 
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11 

り
ま
す
。

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
と
の
連
携
に
も
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
館
内
で
の
学
習

を
行
う
「
館
内
授
業
」
や
、
学
芸
員
が
学
校
を
訪
問
し
て
行
う
「
出
前
授
業
」
、

中
学
生
や
高
校
生
の
希
望
者
を
対
象
と
し
て
学
芸
員
の
仕
事
な
ど
を
体
験
す
る

「
職
場
体
験
」
「
ジ
ュ
ニ
ア
学
芸
員
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
休
館

期
間
中
か
ら
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
、
岡
山
の
歴
史
や
文
化
財
に

関
す
る
質
問
に
つ
い
て
、
学
芸
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答
す
る
企
画
を
夏
休
み
期

さ
ら
に
は
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た
「
博
物
館
実
習
」
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
博
物
館
の
収
蔵
資
料
の
整
理
・
研
究
・
展
示
な
ら
び
に
社
会
教
育
活
動
の

発
展
や
、
大
学
の
人
材
育
成
を
目
指
し
て
、

二

0
二

0
年

1
0
月
に
は
就
実
大

学
人
文
科
学
部
と
連
携
協
定
を
結
び
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

展
示
内
容
や
館
内
行
事
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、

ぜ
ひ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
の

み
な
さ
ま
、
岡
山
県
立
博
物
館
へ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

う
ち
い
け

（岡
山
県
立
博
物
館
内
池
英
樹
・
平
田
良
行
）

―

|

|

|

1

,
i
ー
ー
し

た
び
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

書
・
民
俗
・
刀
剣
・
備
前
焼
な
ど
の
文
化
財
を
展
示
し
、
岡
山
県
の
歴
史
と

文
化
を
紹
介
す
る
平
常
展
と
、

テ
ー
マ
展
や
特
別
展
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
常
展
に
つ
い
て
も
、
展
示
品
を
適
宜
入
れ
替
え
て
お
り
、
博
物
館
を
訪
れ
る
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出品リスト

2
_
9
 

2
,
8
 

2
,
8
 

2
,
8
 

2
,
7
 

2
,
6
 

2
,
5
 

2
,
4
 

2
,
3
 

2
,
2
 

2
,
1
 

1
,
6
 

1
l
5
 

1
I
4
 

1
_
4
 

1
ー

3

1
,
2
 

鶏
肋

森
鵡
外
ハ
ガ
キ
（
自
筆）

雑
誌

『
国
歌
』

宮
内
久
子
書
簡

宮
内
猪
之
熊
集

か
A

し
の
や
集

池
袋
大
人
詠
草

金
葉
和
歌
集
評
釈

万
葉
集
新
考
原
本

南

天

荘

同

志

写

真

帖

第

一
集

井
上
通
泰
大
人
詠
草
註
解

大
正
四
年
刊

大
正
二
年
刊

明
治
三
九

5
四

年
刊

明
治
三
六
年
刊

明
治
三
五
年
頃

明
治
四

O
S
四

年 明
治
四
五
年
刊

明
治
三
二
年

一
冊 通 通

一
冊

二
冊

一
冊

一
冊

六
冊 帖

一
冊

郷
土
一
九
七
六

師
友
五
五
六

師
友
一
五
四

井
田
村
神
社
奉
納
―
-
＿
十
六
歌
仙
稿
本

正
宗
敦
夫
の
編
著
書

灘
村
及
井
田
、
木
生
之
絵
図

唐
樹
園
蔵
書
目
録

書
画
展
観
録

朝
顔
百
首
狂
歌
集

備
前
国
絵
図

正
徳
三
年
写

〔江
戸
後
期
〕
写

〔江
戸
後
期
〕
写

〔江
戸
末
期
〕
写

大
正
三

s
一
四
年

大
正
二
年

大
正
二
年

三
七
冊

文
政

二
＿
一
年
刊

文
政
―
二
年
刊

大
正

5
昭
和
刊

帖
一
冊

郷
士
二
五

0
0

郷
土
八
七
〇

郷
土
八
四
一

郷
土

＿
三
五
七

師
友
ニ
―
三

郷
土
三
九
七

郷
土
一
九
七
八

郷
土
一
九
七
五

一
冊

一
冊

一
枚

郷
士
七
三
六

5
 

ー

3
ー

4
 

ー

3
,
 3

 

ー

3
,
 2

 

ー

3
,
 

ーー

3
1
 

゜
ー

3
,
 

3
,
9
 

3
_
8
 

3
_
7
 

3
I
6
 

3
l
5
 

3
I
4
 

一
舗

郷
士
七
九

五
点

3
,
3
 

3
,
2
 

3
,
2
 

3
,
1
 

常
山
楼

集

巻

焚
余
稿

先
君
子
与
仲
龍
書

応
兵
記

吉
備
和
歌
打
聞

吉
備
和
歌
集

吉
備
和
歌
集

源
氏
外
伝

集
義
和
書

熊
澤
了
介
先
生
事
跡
考

「穂
浪
だ
よ
り
」

「
ふ
ぐ
ら
に
こ
も
り
て
」

原
稿
（
写
真
）

正
宗
文
庫
設
立
に
関
す
る
資
料

正
宗
敦
夫
文
庫
仮
字
目
録

財
団
法
人
正
宗
文
庫
設
立
趣
意
書

卜
養
狂
歌
集

蕃
山
先
生
状

存
巻

一
s
1
0

存
巻

一
S
四

.＂≫ ．．
 

〔江
戸
中
期
〕
写

天
明
七
年
刊

寛
文

一
0
年
写

延
享
元
年
写

元
文
二
年
写

〔
江
戸
中
期
〕
写

〔
江
戸
中
期
〕
写

〔
江
戸
中
期
〕
写

〔
江
戸
中
期〕

写

寛
文
―
二
年
刊

文
化

一
年
序
刊

天
明
七
年
刊

昭
和
二
四
年
刊

〔
昭
和
初
期
〕

昭
和

一
年

明
治
三
八
年

存
七
葉

一
冊

二
冊

二
冊

一
冊

一
冊

二
冊

二
冊 ＿

冊

一
冊

一
冊 軸

二
冊

一
式

一
冊

一
冊

郷
土

郷
土
五
四

郷
土
一

0
七
七

郷
土
九
八
八

郷
土
―
ニ
ニ

郷
士
一
七
ニ
ニ

郷
士
四
五
八

郷
士
五
八
五

郷
士
一
七
―
―
―
-

郷
士
一
七
一
四

郷
士

―
二
三

四

歌
集
雑
記
（
仮
称
）

No. 

名
称

年
代

出
品
リ
ス
ト
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出品リスト／主要参考文献一覧

5
,
3
 

5
,
2
 

5
,
1
 
伊
藤
若
沖
「
花
鳥
版
画
」

（
椿
に
白
頭
図
）

明
治
＿
八
年
刊

安
永
三
年
刊

〔
江
戸
中
期
〕
刊

一
冊

五
冊

一
枚

4
,
7
 

4
,
6
 

4
,
5
 

4
,
4
 

4
,
3
 

4
,
2
 

4
,
1
 ゜

2
 

3
,
 

，
 

ー

3
ー

8
 

一

3
,
 7

 

ー

3
,
 6

 

ー

3
l
 

No. 

こ
あ
つ
も
り

一
切
経
音
義

鰻
頭
屋
本
節
用
集

解
体
新
書

M
o
m
o
t
a
r
o
(
ち
り
め
ん
本
）

倶
舎
論
音
義

宋
版

も
み
ぢ
が
り

古
活
字
版

源
氏
物
語

嵯
峨
本
伊
勢
物
語

〔
室
町
末
期
〕
刊

〔
鎌
倉
前
期
〕
写

北
宋
・
崇
寧
二
年

一
干

ユ
三
ー

ニ
五
二

ヤ
九
ー
五
五
五

ム
八
I

三
八

〔江
戸
前
期
〕
写

〔
室
町
末
期
〕
写

〔
寛
永
頃
〕
刊

〔
江
戸
初
期
〕
刊

一
冊 帖 帖 軸 軸

一
九
冊

一
冊

五
九

一
五
九
三

a

1
0
ニ―

一
八
四
三

四
九

大
丈
軒
集

〔
江
戸
後
期
〕
写

大
丈
軒
譜

〔江
戸
前
期
〕写

一
冊

文
会
雑
記

〔江
戸
中
期
〕
写

常
山
紀
談

明
和
七
・
八
年
跛

J
 

干・

常
山
紀
談

名
称

明
和
九
年
写

年
代

ニ
ニ
冊

五
冊

六
冊

二
冊

員
数

郷
土
一
四
三
一

郷
土
一
五
五
一

郷
土
九
六

郷
土
一
七
九

整
理
番
号

郷
土
一
三

主
要
参
考
文
献
一
覧

0

正
宗
敦
夫
編
『蕃
山
全
集
』
（
蕃
山
全
集
刊
行
会
、

一
九
七
八
年
）

一
九
四

O
S
四
三
年
。
増
訂
版
、
名
著
出
版
、

0

後
藤
亮

『
正
宗
臼
鳥
文
学
と
生
涯
』
（
思
潮
社
、
＿
九
六
六
年
）

0

正
宗
敦
夫

『金
葉
和
歌
集
講
義
』
（自
治
日
報
社
、
一
九
六
八
年
）

〇
浜
崎
美
景

『森
鴎
外
周
辺
』
（
私
家
版
、

一
九
七
六
年
）

0

山
縣
二
雄

『
図
書
館
を
め
ぐ
る
日
本
の
近
世
あ
わ
せ
て
岡
山
県
図
書
館
の
歴
史
と
年
表
お
よ
び
金

光
図
書
館
史
稿
本
』
（
私
家
版
、
一
九
八
一
年
）

0

正
宗
甫
一
「
正
宗
敦
夫
伝
」
（
古
典
研
究
9
、
一
九
八
二
年
三
月
）

0

吉
崎
志
保
子

『歌
人
小
野
節
の
略
伝
』
（
小
野
暁
、

一
九
八
六
年
）

0

吉
崎
志
保
子
『
正
宗
敦
夫
の
世
界
階
上
階
下
す
べ
て
書
に
し
て
』
（
私
家
版
、
一
九
八
九
年
）

0

深
井
紀
夫
編
『
正
宗
文
庫
所
蔵
典
籍
分
類
目
録

郷

土
関
係
編
』
（
正
宗
文
庫
、

一
九
九
五
年
）

0

『井
上
通
泰
文
集
』
（
島
津
書
房
、
一
九
九
五
年
）

0

赤
羽
淑
『
正
宗
敦
夫
を
め
ぐ
る
文
雅
の
交
流
』
（
近
代
文
学
研
究
叢
刊
、
和
泉
書
院
、

一
九
九
五

年）

0

村
山
鎮
雄
『画
家
正
宗
得
三
郎
の
生
涯
~
史
料

』
（三
好
企
画

、

一
九
九
六
年
）

〇
磯
佳
和
『伝
記
考
証
若
き
日
の
正
宗
白
鳥
ー
岡
山
編
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
八
年
）

0

香
内
信
子
『与
謝
野
晶
子
と
周
辺
の
人
び
と
ー

ジ
ャ
—
ナ
リ
ズ
ム
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
』
（
創

樹
社
、

一
九
九
八
年
）

0

正
宗
文
庫
調
査
班
編

「
正
宗
文
庫
目
録（
五
十
音
順
、
典
籍
編
）
」
（国
文
学
研
究
資
料
館

『調
査

研
究
報
告
』
二
九
号
、
二
0
0
九
年
三
月
）

0

西
崎
亨
『倶
舎
論
音
義
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、

二
0
1
0
年
）

0

新
美
哲
彦
ほ
か
編
『
正
宗
敦
夫
収
集
善
本
叢
書
』
第
一
期
（
武
蔵
野
書
院
、

二
0
1
0
年

S
一
三

年）

0

吉
田
竜
也

『
正
宗
臼
鳥
論
』
（
翰
林
書
房
、

二
〇

＿
八
年
）

0

倉
地
克
直
『絵
図
と
徳
川
社
会
岡
山
藩
池
田
家
文
書
絵
図
を
よ
む
』
（吉
川
弘
文
館
、
二

0
-

八
年
）

0

熊
代
正
英

『寛
・
晶
子
の
岡
山
吟
行
』
（
岡
山
文
庫
、

日
本
文
教
出
版
、

二
0
ニ
ー
年
）

0

小
川
剛
生
編
「
覆
刻
正
宗
敦
夫
「
穂
浪
だ
よ
り
」
「
ふ
ぐ
ら
に
こ
も
り
て
」
（
金
光
図
書
館
報
『
土
』

掲
載
）
付
、
索
引」

（国
文
学
研
究
資
料
館

『
調
査
研
究
報
告
』
四
三
号
、
二

0
二
三
年
三
月
）
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